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加

緒

言
雪
崩
ご
そ
の
危
険
に
就
い
て

あ
る
か
は
次
の
溌
例
に
よ
っ
て
竹
肯
し
得
ら
る
上
こ
と
上
思
ふ
。
即

ち
一
九
一
二
年
五
月
二
五
日
シ
ュ
ネ
ー
ヱ
ブ
ゲ
ル
に
於
て
一
一
人
よ

り
な
る
ス
キ
ー
の
一
隊
が
雪
崩
に
辿
ひ
、
そ
の
う
ち
一
○
人
が
絶
命

し
た
如
き
、
或
は
。
ま
た
一
九
一
八
年
一
月
二
日
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
よ
り

ロ
ー
ン
の
符
へ
降
ら
ん
さ
し
て
雪
崩
に
さ
ら
へ
ら
れ
念
斜
而
を
谷
へ

一
○
○
○
米
墜
落
死
亡
し
た
る
が
如
き
で
あ
る
。

上
に
引
誰
し
た
事
柄
は
全
て
敵
洲
ア
ル
プ
ス
に
閲
す
る
も
の
で
あ

る
。
而
し
た
さ
へ
本
邦
に
は
氷
河
は
存
在
せ
ず
と
も
雪
崩
は
決
し
て

稀
で
は
な
い
。
上
記
統
計
中
雪
崩
の
項
に
於
て
、
氷
河
旅
行
よ
り
の

蹄
途
に
辿
辿
せ
る
も
の
一
○
を
減
じ
て
も
尚
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
商

ミ
ツ
テ
ル
ゲ
ピ
ル
ゲ

率
と
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
右
八
八
名
中
七
四
名
は
中
血
地
に

ホ
ッ
ホ
卒
ピ
ル
ゲ

於
て
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
高
連
山
地
に
於
て
は
僅
に
一
四
名
に
す

の
で
あ
る
、

龍
に
数
に
於
て
の
み
な
ら
ず
雪
崩
の
危
険
が
如
何
に
恐
る
べ
き
で

ア
ル
プ
ス
に
最
初
の
ス
キ
ー
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
一
八
九
七

年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
の
二
三
年
間
に
ス
キ
ー
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

の
偏
に
永
劫
な
ろ
ア
ル
プ
ス
の
雪
に
命
を
献
け
た
も
の
は
一
一
二
名

に
達
す
る
。
而
し
て
そ
の
多
く
が
何
に
よ
り
て
起
れ
る
か
は
次
の
表

を
一
見
す
る
に
及
ん
で
明
か
に
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。

雪
崩
八
八
人
七
三
％

暴
風
及
び
曝
露
二
○
一
七

ク
レ
バ
ス
墜
落
一
三
一
○

年
平
均
三
。
八
人
の
人
が
雪
崩
の
馬
に
死
ん
で
ゐ
る
こ
と
人
な
る

の
で
あ
る
が
一
九
一
二
年
の
如
き
は
一
四
人
一
九
一
四
年
は
一
○
人

と
数
へ
ら
れ
る
。
勿
論
此
等
の
統
計
は
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
採
集
者
や

其
他
の
弊
働
者
及
び
マ
ル
プ
ス
兵
関
の
兵
員
等
を
含
ん
で
は
ゐ
な
い

納

郎
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二
、
雪
の
性
質

一
度
之
に
捲
き
込
ま
る
れ
ば
幾
多
の
生
命
、
瞬
時
に
し
て
失
は
る

る
雪
崩
、
之
を
遠
く
彼
方
の
谷
に
眺
め
て
は
大
昔
霧
を
愛
し
つ
上
、

樹
木
を
凪
倒
し
そ
の
雪
片
は
高
く
天
空
に
飛
散
し
て
雲
の
如
き
ス
タ

ウ
プ
ラ
ウ
ィ
ー
ネ
。
そ
の
雪
崩
彫
形
成
す
る
所
の
雲
そ
の
も
の
の
性

質
を
知
る
事
は
雪
崩
に
つ
き
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
Ｌ
第
一
に
必
要

な
事
柄
で
あ
る
。

；
雲
の
性
質
．
特
に
そ
の
物
理
的
性
質
の
う
ち
知
ら
ね
ば
な
ら
ん
主

な
事
項
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
ら
う
。

比
重
も
摩
擦
、
内
部
摩
擦
、
器
械
的
剛
性
和
鴻
潤
性
、
温
度
。

■
■
■
■

雲
の
比
重
と
云
ふ
の
は
一
定
容
積
の
重
さ
で
一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
重
さ
を
グ
ラ
ム
駁
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
此
は
雲
の

穂
類
に
よ
っ
て
異
る
も
の
で
あ
っ
て
大
嫌
は
次
の
通
り
で
あ
る

一
立
方
米
の
重
さ

雲
の
種
類
●
比
重

キ
ロ
グ
ラ
ム

乾
燥
せ
る
粉
歌
雲
○
・
○
六
’
○
・
○
八
六
○
’
八
○

定
着
せ
る
雪
○
●
二
’
○
。
三
二
○
○
１
三
○
○

潟
潤
な
る
雲
、
○
・
八
八
○
○

此
は
ヱ
フ
ｏ
ル
ー
ト
ゲ
ル
ス
氏
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
．
比
重

○
・
○
六
’
○
・
○
八
位
の
雲
は
降
り
た
て
の
粉
状
雲
で
非
常
に
粗
霧

で
軽
く
吹
き
と
ば
さ
れ
易
い
。
此
う
云
ふ
雲
は
多
く
ス
ク
ゥ
プ
ラ
ヴ

ィ
ー
ネ
を
起
す
も
の
で
あ
る
。
積
雲
後
時
間
を
経
過
し
漸
次
落
ち
つ

く
ざ
共
に
比
重
は
増
し
、
○
・
五
’
○
・
六
に
も
蓮
す
る
も
の
で
あ
る

ま
た
一
方
潟
潤
と
な
っ
た
雪
は
○
．
八
位
の
比
重
と
な
り
此
は
多
く

春
の
グ
ル
ン
ド
ラ
ヴ
ィ
ー
ネ
に
見
る
所
で
あ
る
が
一
立
方
米
八
○
○

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
量
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

Ｐ
．
。
。
‐
‐
。
’
い
●
Ｄ
Ｌ
０
０
ロ
ロ
●
ユ
可
、
●
、
匙
酔
。
酔
叶
〃
■
Ｕ
Ｊ
風
’
１
し
』

２ 盆０２

ぎ
な
い
。
既
に
先
年
奥
羽
地
方
に
て
二
人
の
中
畢
生
が
ス
キ
ー
に
際

し
雪
崩
に
巡
ひ
死
亡
せ
る
が
如
き
手
近
の
資
例
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

ス
キ
ー
登
山
や
冬
季
登
山
を
す
る
も
の
に
と
っ
て
此
の
危
険
を
欧
洲

ア
ル
プ
ス
の
そ
れ
ざ
同
等
に
評
債
す
る
も
決
し
て
不
営
で
は
な
い
。

フ
リ
ッ
ッ
．
ル
ー
ト
グ
ル
ス
氏
は
此
等
不
幸
の
大
多
数
は
偶
然
に

駿
生
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
各
溌
め
知
り
得
べ
き
事
情
．
例
へ
ば
積

雪
の
状
態
．
性
質
等
に
蹄
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
さ
し
、
叉
そ
の

被
害
は
適
俄
な
る
虚
置
に
よ
っ
て
減
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云

っ
て
居
る
。
ま
た
ア
ー
ノ
ル
ド
ｏ
ラ
ン
氏
は
皮
肉
に
も
、
近
頃
の
ス

キ
ー
家
は
テ
レ
マ
ー
ク
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ー
ー
ャ
に
熟
達
す
る
こ
さ
に
腐

心
し
滑
走
響
而
に
は
少
し
の
注
意
を
も
排
は
な
い
ご
記
し
更
に
、
ス

ノ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
熟
達
せ
ん
が
露
め
に
苦
心
せ
ざ
る
も
の
は
完
全
な

る
ス
キ
ー
ラ
ン
ナ
ー
に
非
ず
し
て
、
む
し
ろ
時
代
遅
れ
の
杖
乗
滑
走

者
に
も
劣
る
も
の
で
あ
る
と
潮
っ
て
ゐ
る
。

さ
て
此
虚
に
私
は
雪
崩
に
就
て
書
か
う
さ
す
る
の
で
あ
る
が
、
此

に
閲
す
る
自
分
の
綴
験
は
極
め
て
貧
し
い
も
の
で
あ
り
従
っ
て
記
述

の
多
く
は
文
献
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
或
は
粗
漏
錯
誤
な
き
を
保

し
難
い
。
一
重
に
諸
兄
の
是
正
を
侯
つ
次
第
で
あ
る
。
渉
蝋
せ
る
譜

物
は
参
考
の
馬
文
末
に
列
畢
し
て
澄
い
た
。



ｌ
叉
此
は
同
じ
場
所
、
・
同
じ
時
間
に
於
て
も
、
雪
屑
の
上
部
と
下
部

と
で
異
る
も
の
で
あ
っ
て
岡
田
武
松
氏
が
一
九
○
四
年
二
月
札
幌
に

於
て
測
定
せ
ら
れ
た
の
を
見
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

雲
の
深
さ
（
併
牌
）
五
二
五
三
四
・
四

そ
の
比
重
○
・
一
一
二
○
ｏ
一
一
五
ｅ
○
・
二
九
○
・
三
五

（
尚
つ
い
で
に
記
し
て
置
け
ば
、
氷
河
の
氷
は
○
・
八
九
’
○
向
九
一

純
粋
の
氷
は
○
・
九
二
．
水
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
一
・
○
）

一
般
に
ス
キ
ー
家
叉
は
登
山
家
が
最
も
簡
便
に
雲
の
比
重
を
知
る

に
は
最
寄
の
測
候
所
に
就
て
、
一
日
の
降
水
錐
（
降
水
雄
を
水
柱
の

高
さ
で
表
は
し
た
も
の
）
ご
新
降
雲
量
さ
を
知
り
之
を
同
じ
箪
位
に

換
算
し
後
者
を
以
て
前
者
を
除
せ
ぱ
得
ら
れ
る
。
例
へ
ば
新
積
雪
量

‘
が
五
一
五
ｍ
で
降
水
量
が
八
○
ｍ
ｍ
と
せ
ば
そ
の
比
重
は

⑫
三
軌
悼
つ
Ⅱ
Ｐ
］
軌
傘

と
な
る
。
而
し
降
雨
が
あ
っ
た
場
合
に
は
此
の
方
法
は
成
り
立
た
な

い
。
ま
た
時
日
を
経
過
し
た
も
の
に
就
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
た

野
前
日
叉
は
前
々
日
の
新
雪
に
就
で
の
み
知
り
得
る
だ
け
で
あ
る
が

而
し
ス
キ
ー
家
に
と
っ
て
は
此
の
表
層
雲
の
性
質
を
知
る
こ
ぎ
が
最

も
電
要
な
こ
と
で
あ
る
。
馬

■
■

雪
崩
成
立
に
閲
し
次
に
必
要
な
物
理
的
性
質
は
摩
擦
で
あ
る
力
之

は
内
部
摩
擦
ご
外
部
に
封
す
る
摩
擦
と
に
別
け
て
考
へ
る
こ
・
こ
が
出

来
る
。
外
部
に
封
す
る
摩
擦
ざ
は
雪
而
相
互
間
に
於
け
る
も
の
ぎ
、

雪
暦
と
地
表
と
の
間
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。
内
部
摩
擦
と
云
ふ
の

は
雲
屑
内
の
各
雪
片
相
互
間
に
於
け
る
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
る
。

雪
が
斜
而
上
に
、
震
力
に
抗
し
て
静
止
し
て
居
る
の
は
元
来
、
次

の
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
第
一
は
雪
層

全
体
さ
し
て
の
地
表
に
封
す
る
摩
擦
で
あ
っ
て
、
此
は
斜
而
の
傾
斜

度
、
地
況
、
雪
の
比
重
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
て
．
傾
斜
及
び
比
重

が
大
言
な
る
程
重
力
が
大
と
な
る
か
ら
滑
阿
易
く
、
地
表
に
凹
凸
が

な
く
、
叉
は
草
地
や
一
様
な
岩
石
地
で
も
雪
崩
を
超
し
易
い
。
第
二

に
は
積
雪
の
上
層
と
下
層
と
の
間
の
摩
擦
で
あ
る
。
一
般
に
積
雪
は

降
雪
の
溌
績
に
よ
っ
て
層
卒
作
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
は
ス
キ
ー
の

杖
な
ど
を
雪
の
中
に
差
し
込
ん
で
見
る
と
そ
の
色
や
堅
さ
か
ら
明
か

に
知
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
層
の
間
の
摩
擦
が
少

い
ざ
例
へ
ば
前
に
降
っ
た
雲
が
凍
結
し
て
ゐ
る
上
に
、
新
し
い
低
温

の
粉
雪
が
積
る
ざ
此
の
新
雪
は
非
常
に
滑
り
易
い
も
の
と
な
る
。
第

■
■
■
■

一
一
一
の
最
も
重
要
な
要
素
は
内
部
摩
擦
で
あ
る
。
○
“
○
六
’
○
・
一
○

位
の
小
さ
な
比
重
の
も
の
は
内
部
耀
擦
は
非
常
に
小
さ
く
従
っ
て
流

動
性
が
大
き
い
乾
い
た
雲
で
○
ｏ
二
以
上
の
比
重
で
あ
れ
ば
内
部

摩
擦
は
増
し
て
来
る
。
漂
潤
性
が
大
き
く
な
る
ざ
、
比
重
が
大
き
く

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
水
は
滑
剣
の
作
用
を
な
す
か
ら
．
再
び
内
部

摩
擦
は
小
言
な
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
水
は
ま
た
雲
層
と
地
表
ざ
の

滑
割
と
し
て
も
働
く
。
大
き
な
雪
崩
が
主
と
し
て
春
に
起
る
の
は
、

雪
が
融
け
だ
し
て
水
分
が
多
量
に
生
ず
る
厩
で
あ
る
こ
さ
は
云
ふ
ま

で
も
な
い
。

■
■
■
■
回

器
械
的
剛
性
は
比
重
が
小
さ
い
寺
』
き
に
は
小
で
あ
る
が
比
重
が
増

す
ご
共
に
大
き
く
友
り
、
漁
潤
性
が
増
さ
な
い
限
り
之
に
伸
ふ
。
鳩ｌ

ｂ
識
Ｉ
ｔ
－
ｌ
い
り
ｌ
Ｂ
Ｉ
ｒ
ｒ
０
Ｊ

2o３ ５

△
グ
ー
β
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三
、
雪
崩
の
分
類

雪
崩
（
英
・
桃
勇
昌
昌
昌
局
》
猫
冒
二
．
言
ｇ
》
冒
三
旨
〕
》
伊
勇
（
）
言
〕
嵯
一
》

日
、
な
だ
れ
、
な
で
、
あ
わ
）
と
は
山
腹
に
秋
つ
た
雲
が
多
戯
に
滑

り
下
ち
て
、
杵
や
麓
に
落
ち
る
の
を
総
秘
し
て
云
ふ
の
で
あ
る
。

此
は
綾
脹
の
原
因
や
欣
休
に
よ
っ
て
種
々
に
分
類
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
最
も
著
明
な
も
の
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

乾
雲
雪
崩
。
ｅ
』
●
》
‐
‐
駕
身
豊
畠
臼
邑
局
》
ぬ
冒
弓
〕
‐
］
皇
旨
ｇ
》
勇
己
目
。

］
］
の
錘
今
の
ご
○
螺
ｗ
冨
尾
の
）

漂
雲
雪
崩
。
（
二
『
ｇ
‐
晋
。
一
一
『
男
芦
冒
邑
〕
の
》
（
言
昌
‐
一
身
旨
ｇ
》
冒
皇
菖

巳
冨
唾
』
の
ぎ
唇
ら

回
ロ
回
ロ

術
此
の
他
に
氷
河
雪
崩
、
表
肘
雲
崩
等
が
あ
る
。
乾
群
雰
崩
↑
と
云

ふ
の
は
塵
響
崩
と
も
云
は
れ
て
ゐ
ろ
も
の
で
そ
れ
は
低
温
度
で
軽
い

粉
状
雲
が
、
急
な
斜
面
の
古
い
獄
雲
上
に
一
時
に
多
量
に
蔵
つ
た
さ

き
、
そ
の
新
し
い
屑
は
非
術
に
動
き
易
く
、
瓜
や
其
他
些
細
の
原
因

例
へ
ば
、
烏
が
樹
の
枝
の
雲
を
落
し
た
り
な
さ
す
る
潟
に
誰
生
す
る

以
上
述
べ
た
外
、
雲
は
一
般
気
象
上
の
要
素
・
気
温
、
寒
気
濃
度
、

凪
向
、
風
力
、
日
射
、
地
熱
の
輔
柵
等
に
彩
無
せ
ら
れ
て
種
々
の
机

を
筆
し
、
叉
地
形
に
よ
っ
て
落
し
い
菱
化
を
生
す
る
。
此
等
各
種
の

和
を
呈
す
る
雲
を
秘
分
類
せ
ん
と
試
み
た
人
は
今
日
迄
多
数
あ
る
が

未
だ
一
定
し
た
川
語
は
決
ま
っ
て
は
ゐ
な
い
。
此
は
蕃
々
に
と
っ
て

非
常
に
不
便
な
聯
で
あ
る
と
忠
ふ
。
少
く
も
我
閲
だ
け
で
も
，
搭
地

の
ス
キ
ー
家
の
協
定
に
よ
る
用
語
を
作
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

４ ２０斗

潤
と
な
っ
て
来
る
と
再
び
減
小
す
る
こ
と
は
春
の
融
け
た
雲
に
於
て

見
る
こ
さ
が
川
来
る
。

回
ロ
画

次
に
漁
澗
性
に
就
て
見
る
に
既
に
降
雪
時
か
ら
し
て
異
っ
て
居
り

高
い
気
温
の
時
に
降
る
も
の
は
漁
潤
で
あ
る
。
水
分
の
含
有
多
き
程

比
重
は
大
と
な
る
こ
と
前
述
の
如
し
。
或
る
範
附
内
で
，
ス
キ
ー
に

附
藩
す
る
こ
と
も
多
い
。
而
し
或
る
限
界
を
超
え
る
と
此
の
附
藩
性

は
な
く
な
る
。

乾
い
た
粉
状
雲
は
斜
而
を
滑
蒸
す
る
時
に
そ
の
速
度
大
き
く
、
急

斜
而
で
は
空
中
に
飛
昇
す
る
。
之
に
反
し
撫
つ
た
雲
は
通
力
迩
く
、

初
め
は
滑
り
、
後
に
は
稗
々
さ
し
て
下
る
。
水
分
を
あ
ま
り
多
く
含

む
で
ゐ
る
と
更
に
速
く
滑
落
す
る
。

ロ
ロ
■
回
回

流
罫
の
温
度
は
一
日
中
に
於
て
繋
然
た
る
愛
化
を
す
る
。
そ
れ
は

ま
た
深
さ
に
依
っ
て
異
る
も
の
で
あ
る
。
阿
部
幸
次
氏
が
一
九
○
七

年
二
月
札
幌
に
於
て
測
定
し
た
る
所
を
見
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

兼
叫
（
雷
）
津
爵
信
尋
節
薦
億
蕪
薄
撚

「
）
１
つ
・
目
〕
）
・
旨
．
骨
．
’
山
哩
・
野
津
・
旨
．
”
戸
忌
・
呂

寧
ｌ
］
霞
一
）
・
旨
．
幸
．
Ｉ
や
・
言
旨
〕
．
“
の
・
望

一
（
一
ｌ
唾
．
（
）
。
］
）
・
旨
派
｛
．
Ｉ
『
・
旨
》
こ
二
・
や
画
筆
旨

砦
’
四
・
言
］
）
・
旨
．
、
．
Ｉ
唾
・
農
芦
・
旨
．
一
得
．
置

き
ｌ
］
・
副
壱
・
巳
・
旨
．
ｌ
峰
・
ミ
鐸
・
旨
．
一
一
一
一
隠

此
に
よ
っ
て
見
る
と
積
雪
の
表
而
近
く
の
温
度
は
午
後
一
時
か
ら

三
時
頃
の
間
に
最
も
揃
い
こ
さ
を
知
る
。
此
は
一
般
ス
キ
ー
家
の
記

憶
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。



四
、
雪
崩
の
形
成

次
に
雪
崩
は
如
何
に
し
て
形
成
せ
ら
る
る
か
と
云
ふ
事
に
就
て
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
般
に
雪
崩
の
形
成
に
開
係
す
る
事
菰
は
ル

－
ト
ゲ
ル
ス
氏
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
Ｊ

乱
鍔
獅
的
即
ち
益
山
看
に
無
開
係
な
事
怖

一
、
積
雲
の
厚
さ

二
、
坪
の
性
状

三
、
斜
而
の
性
愛
及
び
傾
斜
度

四
、
天
候

肌
主
観
的
即
ち
登
山
者
に
よ
り
影
響
せ
ら
る
上
事
情

一
、
斜
而
の
岐
断
に
よ
り
迩
縦
せ
る
菰
野
を
蝿
伽
す
る
こ
さ

二
，
ス
キ
ー
の
電
光
形
像
痕

三
、
ス
キ
ー
淵
走
の
停
止
、
シ
ュ
ヴ
ン
グ

四
、
雪
の
硬
き
殻
を
踏
み
破
る
こ
と

五
、
盗
山
者
搭
風
の
間
隔
小
な
る
蛎
野
に
過
大
の
荷
重
を
柵

く
る
こ
と

仏
地
方
的
事
情

口
ロ

此
等
の
名
坂
に
就
て
見
る
に
積
雲
が
多
い
程
危
険
な
の
は
云
ふ
必
一
《

ロ
回

で
も
な
く
特
に
新
雪
の
場
〈
両
を
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雲
の

日
回

性
状
に
就
て
は
前
記
の
物
理
的
性
礎
の
如
何
を
兇
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
現
在
ば
か
り
で
な
く
、
降
る
時
の
温
度
は
何
程
で

あ
っ
た
か
、
風
向
は
如
何
な
り
し
か
、
叉
降
雪
後
の
、
照
状
体
等
が

閥
係
す
る
。
低
温
に
降
っ
た
新
雪
も
二
日
位
た
て
ば
落
ち
つ
く
も
の

で
あ
る
が
、
韮
し
引
つ
ｒ
き
埜
天
で
あ
っ
た
り
霧
が
か
里
っ
て
ゐ
る

さ
そ
れ
が
進
い
。

ロ
ロ

斜
面
は
急
な
程
危
脆
で
↑
の
る
の
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
而
し

２０月
岸
圃

も
の
で
、
極
め
て
速
く
滑
り
落
ち
急
な
斜
而
で
は
雪
片
が
空
中
に
飛

散
し
て
雲
の
様
に
な
る
。
之
は
寒
い
時
に
却
っ
て
多
い
。

ロ
ロ
回
■

撫
雲
雪
崩
は
．
ま
た
底
雪
崩
と
も
云
は
れ
、
そ
れ
は
、
誤
っ
た
雪
屑

が
そ
の
重
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
全
部
、
滑
り
州
す
。
零
は
塊
状
と
な
り

終
に
は
滑
る
よ
り
も
聴
々
落
下
す
る
と
云
ふ
状
休
を
呈
す
る
。
此
は

多
く
融
零
期
に
起
る
も
の
で
あ
る
。

ロ
ロ
ロ
ロ

表
勝
雪
崩
と
云
ふ
の
は
、
幾
つ
も
の
屑
を
な
し
て
菰
っ
て
居
る
雲

が
勝
と
勝
と
の
間
の
摩
擦
が
減
少
す
る
と
き
上
の
府
が
滑
り
出
す
の

で
あ
っ
て
、
雲
は
板
欣
を
韮
す
る
。
比
較
的
低
温
の
と
き
に
起
る
も

の
で
あ
る
。

術
此
の
外
山
岳
中
で
よ
く
見
る
現
象
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
の
原

因
（
ス
キ
ー
で
歩
く
儒
等
）
で
小
さ
な
雲
塊
が
稗
が
り
出
し
て
下
へ

行
く
程
、
頂
度
雪
達
磨
を
縛
が
す
様
に
漸
次
そ
の
雲
塊
が
多
き
く
な

っ
て
行
く
、
そ
し
て
雲
の
凝
集
力
が
大
き
い
と
き
は
此
が
非
常
に
大

き
ｆ
な
り
（
直
無
八
○
糎
巾
二
○
瓶
位
の
側
板
と
な
る
こ
と
が
あ
る
）

終
に
雪
崩
を
起
す
こ
さ
が
あ
る
。
若
し
そ
の
凝
集
力
が
小
さ
い
ざ
或

る
大
さ
ま
で
達
す
る
と
そ
の
塊
は
割
れ
て
し
ま
ふ
し
ま
た
或
る
場
合

に
は
逆
に
下
へ
行
く
程
小
さ
く
な
っ
て
唯
雪
の
表
而
に
小
さ
な
細
々

と
し
た
美
し
い
跡
を
残
し
て
浦
い
て
行
っ
て
し
ま
ふ
こ
と
も
あ
る
。



五
、
雪
崩
の
廻
避

雪
崩
を
形
成
す
る
自
然
の
修
件
が
存
在
す
る
と
き
に
は
何
等
か
の

刺
戟
に
よ
っ
て
煎
ち
に
そ
れ
は
あ
ら
は
れ
る
。
そ
し
て
不
注
意
な
蕊

山
者
は
膝
々
此
の
刺
戟
を
典
へ
る
役
割
を
演
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
危
険
と
不
幸
と
を
避
け
ん
が
潟
に
は
周
到
な
概
察
に
よ
っ
て

雪
崩
か
起
り
得
る
や
否
や
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
天
候
。
先
づ
第
一
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。

此
は
そ
の
前
後
に
就
て
よ
く
知
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
候
６

り
つ
ｒ
い
て
ゐ
る
か
、
些
天
で
あ
っ
た
り
霧
が
か
上
っ
て
ゐ
る
と
、

此
は
い
つ
ま
で
も
不
安
定
な
状
体
歴
つ
堂
け
る
も
の
で
あ
る
。
、
ま
た

吹
雪
の
隙
に
は
多
量
の
雲
が
不
自
然
に
積
る
か
ら
危
険
で
あ
る
。
そ

れ
は
揃
い
雪
庇
つ
一
『
芦
ｇ
匡
の
二
）
を
作
り
、
此
が
壊
れ
る
と
そ
の
傭
に

雪
崩
を
起
す
こ
さ
が
あ
る
。

暖
か
く
な
る
と
馨
は
漸
次
表
而
か
ら
融
け
、
融
け
た
水
は
よ
り
下

屑
の
雲
に
浸
み
込
ん
で
終
に
は
地
表
に
達
し
雲
屑
と
地
表
と
を
滑
り

グ
ル
・
一
ド
ラ
グ
ｆ
ｌ
券

易
く
す
る
も
の
で
こ
れ
が
多
く
底
雪
崩
を
起
す
原
因
『
」
な
る
。
特
に

雨
が
降
る
と
か
、
漁
っ
ぽ
い
南
風
か
吹
く
頃
に
な
る
と
此
の
危
険
は

耕
し
い
。
雪
崩
は
ま
た
一
日
中
に
於
て
も
そ
の
時
間
に
開
係
を
有
す

る
も
の
で
、
此
は
気
淵
の
円
愛
化
、
日
照
等
に
影
禅
せ
ら
る
上
か
ら

で
あ
る
。
多
く
は
午
前
十
時
頃
か
ら
午
後
二
三
時
頃
の
間
に
最
も
起

り
易
い
。
而
し
な
が
ら
そ
の
畔
の
天
候
に
よ
っ
て
は
夜
間
で
も
起
り

得
る
。

2ｏ６

率
惰
に
よ
っ
て
は
縦
斜
而
で
も
起
り
得
る
。
ス
タ
ゥ
プ
ラ
ヴ
ィ
ー
ネ

は
二
十
四
五
度
の
際
に
も
起
る
。
雨
橋
翠
郊
氏
は
そ
の
裟
諜
（
「
ス

キ
ー
家
に
」
三
○
五
頁
）
に
於
て
雪
崩
は
全
て
四
十
五
度
以
上
の
斜

而
に
非
ら
ざ
れ
ば
起
ら
ざ
る
様
述
べ
ら
れ
た
ろ
も
そ
れ
は
大
な
る
談

で
あ
る
。
漂
雲
雪
崩
、
乾
雲
雪
崩
共
に
よ
り
緩
な
る
斜
面
で
超
る
を

私
は
見
た
。
そ
の
上
に
全
休
が
コ
ン
ヶ
ー
ブ
な
斜
面
は
コ
ン
ヴ
エ
ッ

ク
ス
な
も
の
よ
り
安
全
で
あ
る
。
ま
た
各
部
が
一
様
で
あ
る
よ
り
も

凹
凸
が
あ
り
、
岩
石
な
り
潅
木
な
り
が
あ
る
方
が
雲
暦
を
支
へ
る
偏

に
良
き
も
の
で
あ
る
。
斜
面
の
方
位
に
よ
っ
て
も
異
る
も
の
で
，
南

及
び
西
に
向
い
て
ゐ
る
と
日
光
の
直
射
を
受
け
る
事
が
多
い
故
、
漂

雲
雰
崩
の
形
成
さ
る
上
こ
と
他
の
斜
而
よ
り
早
く
、
束
及
び
北
に
向

い
て
ゐ
る
所
で
は
之
に
反
す
る
。
此
の
方
位
は
ま
た
そ
の
時
節
の
風

向
に
も
洲
係
を
右
す
る
も
の
で
雲
の
蔵
い
方
が
風
に
よ
っ
て
支
配
せ

ら
れ
、
或
る
所
は
雪
が
吹
き
と
ば
さ
れ
風
形
の
部
分
は
非
術
に
堆
職

し
て
不
自
然
な
法
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
あ
る
。
降
雪
後
の
風
下
は

危
険
で
あ
る
。

狭
い
谷
、
草
地
、
滑
か
な
岩
石
地
帯
は
共
に
避
く
べ
き
で
あ
る
。

回
固

次
に
天
候
と
の
棚
係
に
つ
い
て
見
る
に
一
般
に
厳
冬
中
脂
』
綾
生
す

る
雪
崩
は
ス
タ
ゥ
ブ
ラ
ヴ
ィ
ー
ネ
が
多
く
、
春
の
暖
か
い
時
に
は
、

グ
ル
ン
ド
ラ
ヴ
Ｊ
１
ネ
が
多
い
。
雪
崩
と
云
ふ
も
の
は
単
に
融
雲
期

に
の
み
池
る
も
の
ざ
老
へ
る
の
は
明
に
あ
や
ま
り
で
あ
る
。

低
温
度
で
降
っ
た
粉
歌
雪
が
多
く
積
っ
た
場
合
に
は
、
其
徒
晴
天

で
あ
れ
ば
此
の
雲
は
二
日
位
で
落
付
く
け
れ
き
も
、
若
し
尚
雲
が
降



１

プ
。
。

一
、
間
隔
を
十
分
に
保
つ
こ
一
ご
・
三
○
米
以
上
、
時
に
斜
而
が
大

き
い
場
合
は
五
○
米
以
上
一
○
○
米
位
と
す
る
。
今
迄
の
雪
崩
の
辿

難
に
於
て
、
も
少
し
間
隔
淀
と
っ
て
居
た
な
ら
ば
雲
は
或
は
そ
の
荷

重
に
戦
え
得
ら
れ
た
か
叉
は
た
さ
ひ
雪
崩
を
起
し
て
も
識
難
粁
は
よ

り
紗
か
つ
た
で
あ
る
う
に
と
云
は
ろ
る
も
の
が
少
く
な
い
。

二
、
斜
而
は
可
成
的
上
方
を
横
断
す
る
こ
と
。
械
断
の
偏
に
稜
生

し
た
雪
崩
に
埋
め
ら
れ
た
る
時
は
斜
而
の
下
方
に
あ
る
程
埋
め
ら
る

る
雲
の
鉦
の
大
な
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

三
、
狭
い
符
を
行
く
こ
さ
を
避
け
、
な
る
べ
く
尾
根
を
進
む
こ
と

四
、
前
方
の
安
全
な
る
地
域
に
達
す
る
潟
に
止
む
を
得
な
い
時
は

徒
歩
で
腫
直
に
上
へ
篭
る
。
此
の
時
は
足
は
し
っ
か
り
踏
み
つ
け
ね

ば
な
ら
な
い
。

五
、
表
而
に
被
殻
が
出
来
て
保
た
れ
て
ゐ
る
様
な
場
合
に
は
、
そ

の
被
殻
（
ク
ル
ス
テ
）
を
破
ら
ぬ
様
に
す
る
こ
さ
。

六
、
ロ
ー
プ
で
連
結
す
る
こ
さ
は
雪
崩
の
隙
に
は
よ
く
な
い
。
ク

レ
バ
ス
な
ど
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
二
人
宛
結
び
合
ふ
。

七
、
若
し
あ
ま
り
に
危
険
な
地
域
を
通
過
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
に
は
二
○
米
位
の
赤
色
の
棚
を
引
き
ず
る
。
此
れ
は
埋
め
ら
れ
た

時
に
綾
兇
を
癖
易
に
す
る
鰯
で
あ
る
。

八
、
キ
ッ
ク
タ
ー
ン
を
避
け
る
こ
さ
。
此
の
篇
に
三
角
に
切
ら
れ

た
部
分
は
非
常
に
動
き
易
い
も
の
と
な
る
か
ら
。
方
向
塗
換
は
安
全

な
地
黙
例
へ
ば
少
し
平
に
な
っ
た
所
さ
か
岩
塊
、
樹
木
の
あ
る
所
で

2ｏ７
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の
状
犯
は
そ
の
登
山
の
可
否
に
大
な
る
開
係
を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
気
象
報
告
、
諜
報
に
就
て
叉
は
堆
寄
の
測
候
所
に
聞
き
合

せ
て
知
る
事
が
大
切
で
あ
る
。
霧
の
さ
き
に
は
旗
い
範
閲
の
地
形
を

見
渡
せ
な
い
潟
、
多
く
宅
観
的
原
因
に
よ
る
雪
崩
を
起
し
易
い
。

二
、
斜
而
。
次
に
そ
の
斜
而
の
肱
況
仁
就
て
慨
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
既
知
の
山
地
で
あ
れ
ば
此
避
は
岩
石
地
だ
と
か
、
こ
上
は

草
地
だ
と
か
解
る
が
未
知
の
山
は
減
零
期
に
な
る
と
よ
く
解
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
か
●
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
蚤
山
の
前
に

調
盗
し
、
毎
年
雪
崩
の
壷
生
す
る
様
な
斜
而
を
知
っ
て
髄
く
こ
と
を

要
す
る
。

三
、
獄
雲
の
状
況
。
前
に
述
べ
た
様
な
罫
の
鵜
性
愛
や
、
地
形
や

其
他
の
係
件
さ
の
開
係
。
雲
の
状
態
を
知
る
に
は
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン

（
針
に
て
探
る
と
云
ふ
意
味
）
す
る
の
が
い
‐
一
。
そ
れ
は
杖
を
雪
の

中
に
突
き
さ
し
て
側
雛
形
の
穴
を
あ
け
雲
の
硬
さ
や
、
漂
澗
度
や
深

さ
、
雲
晴
間
の
有
様
を
見
る
の
で
あ
る
。
時
に
は
し
ば
し
ば
之
を
繰

返
し
つ
上
進
む
こ
と
が
あ
る
。
此
の
方
法
に
よ
っ
て
雪
の
欣
体
を
試

み
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
て
多
く
の
無
職
を
職
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。
叉
、
危
険
の
な
い
所
で
幾
ら
か
の
雲
を
動
か
し
て
兄
て
、
雪
崩

の
傾
向
が
あ
る
か
な
い
か
を
た
め
し
て
見
る
こ
と
も
一
法
で
あ
る
Ｏ

而
し
此
は
救
蛇
と
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
若
し
雲
崩
れ
て
尚
そ
の
蓮

動
が
炭
い
辰
城
に
わ
た
ら
な
い
様
な
所
で
注
意
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。

雪
崩
の
危
険
を
廻
避
す
る
篤
に
取
る
べ
き
方
法
は
次
の
事
項
で
あ



行
ふ
。

九
、
滑
降
の
際
に
は
ス
ウ
ィ
ン
グ
跳
躍
廻
聴
を
や
ら
ぬ
こ
と
。

一
○
、
ス
キ
ー
の
締
具
を
弛
め
て
遥
い
て
、
埋
め
ら
れ
た
時
に
脱

ぎ
易
い
様
に
す
る
。

く
の
ば
す
。

三
、
ス
キ
ー
を
脱
す
る
除
裕
が
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
上
に
立
つ
様

に
す
る
。
ス
キ
ー
一
へ
」
共
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
ふ
と
之
を
脱
ぐ
こ
さ
が

出
来
ず
、
従
っ
て
雲
而
か
ら
脱
れ
出
る
こ
と
が
殆
ん
ど
不
可
能
と
な

る
Ｏ

四
、
ル
ッ
ク
サ
ッ
ク
は
直
ち
に
は
ず
す
こ
と
。

五
、
上
か
ら
純
が
っ
て
来
る
雪
塊
を
押
し
の
け
、
そ
の
上
に
立
っ

て
ゐ
ら
れ
る
様
に
す
る
こ
さ
。

六
、
乾
鱒
雪
崩
は
多
く
は
後
に
堺
片
は
大
き
く
空
中
に
飛
散
す
る

か
ら
埋
ら
れ
る
こ
さ
は
稀
で
あ
る
。
而
し
そ
の
馬
に
気
座
に
蓋
し
い

愛
化
を
起
し
ま
た
零
片
が
口
や
弊
か
ら
入
っ
て
篭
息
す
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
故
口
鼻
か
ら
雪
が
入
る
こ
と
を
防
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

七
，
漁
っ
た
罫
の
と
き
は
流
れ
が
遜
い
か
ら
避
け
得
る
餓
語
が
あ

る
。
あ
き
ら
め
て
雪
崩
に
身
を
任
せ
て
は
な
ら
な
い
。
一
般
に
大
き

な
も
の
程
速
力
は
迷
い
。

八
、
撫
雲
雪
崩
は
停
る
と
そ
の
雲
は
非
術
に
硬
く
猿
染
す
る
か
ら

若
し
此
に
深
く
埋
め
ら
れ
た
ら
、
向
ら
脱
れ
出
す
こ
さ
は
殆
ん
ど
不

可
能
で
あ
る
。
只
救
助
を
侯
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

九
、
辿
難
後
に
ス
キ
ー
を
見
棄
て
て
は
な
ら
な
い
。
新
雪
の
際
に

は
特
に
ス
キ
ー
が
必
要
な
こ
と
は
今
更
説
く
ま
で
も
な
い
。

注
意
深
き
観
察
に
も
ざ
づ
き
、
迩
溌
な
間
隔
を
保
つ
て
ゐ
れ
ば
決

し
て
全
隊
員
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
浴
し
他
の
隊
員
が
雪
崩

に
さ
ら
は
れ
た
時
に
取
る
べ
き
虎
置
は
、

2Cs§

六
、
遡
難
に
隙
す
る
虚
置

雪
崩
に
襲
は
れ
た
時
に
は
如
何
す
れ
ば
い
上
か
。

若
し
友
が
雪
崩
に
奪
ひ
去
ら
れ
た
時
に
は
言
う
す
れ
ば
い
上
か
。

戦
雲
雪
崩
の
起
る
や
そ
の
初
め
は
洲
り
出
し
、
漸
次
多
放
の
群
肘

が
動
く
に
到
り
速
力
を
増
し
て
終
に
は
そ
の
軽
い
雪
片
は
空
中
に
飛

散
す
る
。
そ
の
速
さ
は
他
の
い
づ
れ
の
野
崩
よ
り
も
火
で
あ
る
。

漂
っ
た
新
雪
が
弱
い
傾
斜
を
下
る
と
き
に
は
述
力
は
通
く
，
雲
は

塊
状
の
流
れ
と
な
っ
て
押
し
出
す
。
そ
の
遊
織
や
底
部
は
，
中
央
や

上
而
よ
り
も
速
力
が
遅
い
。

如
何
に
不
注
意
な
登
山
者
も
、
そ
れ
跡
抑
桐
掩
喝
種
類
の
霊
崩
で

あ
る
か
は
知
り
得
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
（
底
雪
崩
の
起
り
得
る
時
期
ｌ

天
候
、
或
ひ
は
場
所
の
範
圃
は
割
合
に
せ
ま
い
）
故
に
藷
し
雪
崩
の

流
れ
に
引
入
れ
ら
れ
た
際
に
は
全
力
を
以
て
此
に
通
常
し
た
努
力
を

な
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
他
の
滑
落
と
同
様
に
頭
は
常
に
上
に
あ
る
様
に
す
る
。

二
、
流
れ
の
中
で
は
、
泳
ぐ
蓮
動
を
し
て
、
身
体
を
右
叉
は
左
へ

廻
聴
さ
せ
雰
崩
か
ら
脱
れ
る
こ
と
を
試
み
、
若
し
停
止
す
る
ま
で
に

頭
が
雲
の
上
に
出
な
け
れ
ば
息
が
出
来
る
標
に
工
夫
し
，
且
手
を
商
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最
も
早
く
と
け
る
の
は
胸
部
で
、
四
肢
の
部
分
は
最
も
を
そ
い
。

八
・
遭
難
者
は
全
く
死
ん
で
居
る
か
或
は
暇
死
状
態
に
あ
る
か
叉

は
傷
い
て
ゐ
る
こ
さ
が
あ
る
。
偶
死
状
態
に
あ
る
も
の
に
封
し
て
は

人
工
呼
吸
を
行
ふ
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
外
科
的
治
療
を
要
す

る
も
の
、
凍
傷
等
に
封
し
て
適
営
な
鹿
澄
を
さ
る
こ
と
。

ク
ロ
ス
テ
ル
に
起
っ
た
雪
崩
に
就
て
三
名
の
死
者
の
死
因
を
見
る

に
、
一
人
は
墜
落
の
篤
に
ま
も
な
く
燕
擁
し
、
他
の
一
人
は
頭
部
に

傷
を
資
ひ
、
ぢ
う
一
人
は
脚
を
引
き
さ
か
れ
共
に
間
も
な
く
そ
の
鰯

に
死
ん
だ
。

諒
一
、
出
来
事
を
よ
く
観
察
し
。
彼
が
雪
崩
の
流
れ
の
如
何
な
る
位

置
に
あ
り
如
何
な
る
経
過
を
さ
れ
る
か
を
注
意
深
く
見
つ
ず
け
る
。

二
、
流
れ
が
止
つ
た
際
に
此
の
位
置
を
心
に
留
め
置
き
、
先
づ
そ

の
雲
面
上
に
何
か
の
手
が
か
り
．
例
へ
ぱ
手
足
の
先
や
ス
キ
ー
の
端

其
他
の
旅
装
が
出
て
居
な
い
か
を
捜
す
。
こ
う
云
ふ
時
に
赤
細
を
つ

け
て
居
れ
ば
非
常
に
有
利
で
あ
る
。

三
、
若
し
何
物
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
前
に

心
に
留
め
た
位
置
を
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
し
て
探
す
。
埋
め
ら
れ
た
者

は
そ
の
位
置
よ
り
多
く
は
上
方
に
あ
る
。
何
ぜ
芯
れ
ば
雪
崩
の
底
の

方
は
上
面
よ
り
も
速
力
が
遅
い
か
ら
。
ま
た
中
央
は
側
線
よ
り
も
速

力
が
大
き
い
こ
と
も
考
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
隊
員
は
一
列
に
並
ぴ
て
杖
で
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
す
る
。
此
は

常
に
秩
序
的
に
行
は
な
け
れ
ば
不
利
で
あ
る
。

五
、
若
し
ｐ
此
の
方
法
に
よ
っ
て
埋
没
者
の
位
置
を
凌
見
し
た
ら

原
則
と
し
て
先
づ
呼
吸
の
出
来
る
孔
か
．
作
っ
て
や
る
こ
と
が
第
一
の

仕
事
で
あ
る
。

六
．
三
十
分
叉
は
一
時
間
以
内
に
、
何
等
の
手
掛
り
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
シ
ョ
ベ
ル
其
他
の
器
具
を
準
備
せ
る
救
援
隊
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
、
探
索
は
終
日
綴
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
埋
没
者
の
生

存
時
間
は
一
概
に
は
云
は
れ
な
い
。
多
く
は
二
三
時
間
で
死
ぬ
け
れ

ど
も
、
時
に
は
数
日
の
後
に
救
助
せ
ら
れ
て
命
を
と
り
と
め
た
錫
合

も
あ
る
。
埋
没
者
の
周
園
の
雲
は
少
し
づ
Ｌ
体
温
の
賃
め
に
と
け
る

…
鳥
‐
．
‐
‐
脇
●
恥
‐
‐
．
‐
．
．
‐
．
，
‐
‐
鵬
１
－
‐
‐
‐
ｒ
Ｌ
‐
ｉ
ｌ
肥
１
１
卜
．
Ⅳ
．
．
ｗ
ぱ
い
Ｐ
ｒ
４
卜
．
匪
ｌ
ｌ
ド
‐
‐
Ｅ
ｌ
叩
脚
・
Ｉ
‐

七
、
終
り
に

尚
一
二
の
資
例
を
記
す
な
ら
ば
、
一
七
四
一
年
五
月
六
日
バ
ー
レ

ン
に
於
て
多
く
の
建
物
と
一
一
の
人
名
を
喪
つ
た
所
の
雪
崩
は
易
の

原
因
を
見
る
に
．
或
る
所
で
は
積
雲
堂
は
一
八
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

も
あ
り
夜
に
な
っ
て
蕊
い
風
が
吹
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
雪
崩
の
起

っ
た
の
は
夜
の
一
一
時
か
ら
一
二
時
迄
の
間
で
あ
っ
た
。
此
の
日
は

他
の
所
に
於
て
も
一
○
時
頃
に
同
じ
様
な
雪
崩
が
あ
り
一
人
の
母
と

六
人
の
小
児
が
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
．
》
バ
ー
レ
ン
に
於
て
は
全
て
の

死
屍
を
堀
り
出
し
て
葬
る
の
に
一
週
間
も
か
？
、
つ
た
。
一
人
の
婦
人

は
一
○
○
時
間
も
埋
没
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
尚
生
き
て
助
け
ら
れ
た
。

そ
の
婦
人
の
叫
び
盤
は
外
に
は
聞
え
な
か
っ
た
け
れ
さ
も
‐
外
の
人

冷
の
聾
は
聞
え
た
と
云
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
：

一
九
一
○
年
ベ
ル
グ
リ
ヒ
ュ
ッ
テ
附
近
の
遭
難
を
見
る
に
、
一
四

房

2o９
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す
の
は
患
で
あ
る
。
こ
れ
は
解
り
き
っ
た
事
で
は
あ
る
が
吾
々
は
か

し
ら
ず
し
ら
す
の
う
ち
に
，
そ
の
い
づ
れ
か
に
陥
っ
て
届
な
い
か
を

よ
く
自
稽
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
川
の
美
に
魅
せ
ら
れ
る
前

に
悪
臓
の
手
を
十
分
に
弊
戒
し
安
ら
か
に
山
を
友
さ
し
親
し
み
た
い

も
の
で
あ
る
。

が

日
間
の
新
雪
が
一
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
職
つ
た
と
き
に
長
い
従

列
が
ベ
ル
グ
リ
ヒ
ュ
ッ
テ
に
登
る
ふ
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
が
八
人
よ

り
な
る
雄
一
の
除
が
小
屋
に
近
づ
い
た
と
き
に
小
雌
の
方
か
ら
深
等

に
苦
ん
で
ゐ
る
の
を
助
け
る
た
め
に
一
人
が
そ
の
隊
の
方
へ
下
り
て

行
っ
た
。
だ
か
ら
同
時
に
九
人
が
同
じ
斜
而
に
仕
率
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
罫
は
蓋
り
つ
上
あ
る
一
隊
に
よ
っ
て
下
の
方
か
ら
、
そ
し
て
助

け
に
川
た
者
に
よ
っ
て
上
の
方
か
ら
切
断
さ
れ
た
の
で
念
に
下
の
硬

い
雪
府
上
を
滑
り
出
し
て
七
人
の
生
命
を
奪
ひ
．
次
の
隊
の
二
人
は

重
傷
を
受
け
た
。
此
は
多
並
の
新
雪
の
場
合
ぞ
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
八
七
六
年
の
二
月
に
グ
ラ
ゥ
ピ
ュ
ン
デ
ン
附
近
に
起
っ
た
メ
タ

ウ
プ
ラ
ヴ
ィ
ー
ネ
は
稀
に
見
る
大
き
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
偏
に

起
さ
れ
た
気
唾
の
愛
動
は
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
ま
で
及
ん
だ
。

ま
た
此
の
察
裁
の
淵
動
の
被
害
は
ガ
ト
メ
ン
タ
ー
ル
に
於
て
五
○
○

メ
ー
ト
ル
は
な
れ
た
向
ふ
側
に
起
っ
た
乾
雲
弊
崩
の
偏
に
若
い
脈
松

の
森
の
多
く
の
倒
木
を
生
じ
た
如
き
こ
と
も
あ
る
ｃ

多
く
の
ア
ク
レ
シ
デ
ト
は
，
粗
放
に
老
へ
ら
る
る
が
如
く
偶
装
的

の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
偶
然
と
し
て
迩
命
の
刺
の
支
配
に

任
せ
る
こ
さ
は
出
来
な
い
。
そ
の
原
因
を
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
こ
に
何
か
の
理
論
的
数
示
を
得
る
。
危
険
を
無
覗
す
る
こ
さ
を
誇

っ
た
り
、
暴
脆
猫
河
を
以
て
得
意
さ
す
る
様
な
鞭
は
、
吾
々
の
批
界

さ
は
大
分
か
け
は
な
れ
て
ゐ
る
。

而
し
ま
た
此
の
大
き
な
自
然
の
現
象
に
、
い
た
ず
ら
に
恐
れ
を
な

Ｐ

嬬
版
説
明

北
海
道
帝
剛
大
畢
ス
キ
ー
部
ス
キ
ー
大
舎
営
日
同
ス
キ
ー
部
新
設

な
る
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ヒ
ル
に
於
け
る
青
山
騨
氏
の
フ
ラ
イ
ト
及
び
ア

プ
ロ
ー
チ
な
り
。
同
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ヒ
ル
は
札
幌
の
北
極
一
皿
の
三

角
山
々
麓
に
あ
り
、
固
定
シ
ャ
ン
ツ
ェ
さ
し
て
恐
ら
く
本
邦
唯
一
の

も
の
な
ら
ん
。

引
川
謹
目

団
員
屋
）
ぬ
匡
倒
の
胃
爵
（
）
Ｃ
一
内
．
岳
陰
．

Ｃ
Ｏ
鳶
》
旨
ｌ
ご
言
冒
昌
旨
２
首
、
〔
・
一
男
。
冒
邑
胃
冒
．

遮
減
吉
三
郎
，
木
原
均
雌
新
ス
キ
ー
術

国
っ
鼻
》
曽
函
ｌ
ご
ｇ
腎
言

岡
田
武
松
雨

園
。
姫
呂
罵
Ｉ
際
冒
冒
泌
言
昏
の
国
揖
一
〕
陛
罵

園
昌
鴨
累
》
忌
．
恥
Ｉ
ご
ざ
酎
皇
●
冒
目
唱
営
旨
．
（
国
漫
信
号
ｅ
・
昏
角

園
国
鴨
言
揖
臼
）
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う
に
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。
勿
論
ロ
ー
プ
を
ル
ッ
ク
の
上
か
ら
掛
け

る
の
は
い
け
な
い
言
思
は
れ
る
。

之
等
の
注
意
を
怠
っ
た
偏
に
シ
ュ
ネ
ー
プ
リ
ュ
ツ
ケ
か
ら
落
ち
そ

の
際
ロ
ー
プ
の
結
び
方
が
ゆ
る
く
て
ロ
ー
プ
か
ら
抜
け
落
ち
シ
ュ
パ

ル
テ
中
に
堕
落
し
或
は
負
蛎
に
よ
っ
て
或
は
救
助
す
る
ま
で
に
寒
気

に
耐
い
き
れ
ず
に
命
を
矢
つ
た
も
の
が
あ
る
。

ロ
ー
ブ
の
結
び
目
の
間
隔
は
名
人
相
等
し
く
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て

之
が
一
般
に
正
規
の
方
法
で
あ
る
が
畔
に
困
難
な
る
岩
石
臨
域
に
於

て
は
フ
ュ
ー
レ
ル
は
猫
そ
れ
以
上
の
間
隔
を
ロ
ー
プ
に
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
叉
下
降
の
隙
は
最
後
の
者
は
叉
他
の
者
よ
り
多
く
の

ロ
ト
プ
を
使
用
し
得
る
や
う
に
す
る
。
氷
唯
叉
は
氷
の
山
背
で
は
余

り
距
離
影
大
き
く
さ
ら
ぬ
や
う
に
し
て
之
に
反
し
て
雪
庇
に
賊
は
れ

た
山
背
で
は
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
焼
裂
あ
屋
氷
河
上
を
進
む
際

に
も
亦
そ
の
距
離
は
狭
く
て
は
い
け
な
い
。
叉
器
石
上
を
行
く
際
に

知

ロ
ー
プ
使
用
は
蓋
山
に
於
け
る
最
も
技
術
的
な
安
全
手
段
で
あ
っ

て
そ
の
結
び
方
は
大
低
一
定
し
て
居
て
一
般
に
必
ず
守
る
べ
き
規
準

が
示
さ
れ
て
あ
る
。

第
一
圃
は
一
般
の
フ
ュ
ラ
ー
の
結
び
方
。
之
は
体
に
固
く
接
近
し

て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
如
何
な
る
場
合
も
．
一
時
的
の
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
偏
に
結
び
Ⅲ
が
猫
一
肘
引
締
ま
る
と
い
ふ
や
う
な
も
の
は

悪
い
Ｏ

第
二
間
よ
り
第
四
園
ま
で
示
さ
れ
て
あ
る
の
は
結
び
鐘
が
二
重
に

な
っ
て
隔
て
シ
ョ
ッ
ク
を
堂
け
た
場
合
そ
の
体
に
及
ぼ
す
力
が
身
体

に
迩
流
に
分
配
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
て
居
る
。
こ
の
結
び
方
に
つ

い
て
注
意
す
べ
き
は
ロ
ー
プ
が
ル
ッ
ク
の
下
に
な
っ
て
面
接
肢
下
に

接
す
る
こ
ぐ
）
体
と
ロ
ー
プ
ぐ
）
の
間
に
は
ロ
ー
プ
の
だ
る
む
や
う
な
余

地
を
持
た
さ
ぬ
こ
と
及
び
二
寵
の
結
び
瑳
の
一
つ
は
肩
に
掛
け
他
は

胸
を
縛
る
や
う
に
し
ロ
ｉ
プ
が
胸
部
か
ら
滑
り
落
ち
る
の
を
防
ぐ
や

●
１
勺
１
‐
‐
’
’
１

ロ
ー
プ
の
結
び
方

『

岡
村
源
太
郎

課
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は
一
米
乃
至
二
米
は
ロ
ー
プ
を
岩
石
に
巻
き
つ
け
る
篤
隠
使
用
せ
ら

れ
な
い
と
同
様
な
状
態
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
ロ
ー
プ
に
過
剰

を
感
ず
る
や
う
な
こ
と
ば
少
い
。
然
し
氷
雲
上
で
は
ロ
ー
プ
を
手
に

持
つ
こ
さ
が
余
り
多
過
ぎ
る
の
は
禁
物
で
絶
侮
ホ
ロ
ー
プ
な
ぴ
ん
と

さ
せ
て
お
く
や
う
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ロ
ー
プ
を
必
要
以
上
に
余
り
多
く
持
っ
た
場
合
は
資
際
必
要
だ
け

の
長
さ
に
直
し
て
結
ぶ
べ
き
だ
。
過
剰
の
ロ
ー
プ
を
簡
軍
に
胸
に
斜

に
掛
け
て
行
く
の
は
そ
れ
が
鰯
に
ロ
ー
プ
に
絞
め
ら
れ
て
し
ま
ふ
や

う
な
危
険
老
生
ず
る
。
使
用
し
な
い
ロ
ー
プ
は
ル
ッ
ク
の
中
に
収
め

て
し
ま
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
過
剰
ロ
ー
プ
の
虚
置
を
誤
っ
た
侭
に
窒
息

或
は
負
傷
し
て
命
を
失
っ
た
例
は
稀
で
な
い
。

通
常
ロ
ー
プ
は
最
後
の
者
が
携
帯
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。
之

は
先
導
者
に
何
か
愛
の
起
っ
た
時
に
ロ
ー
プ
を
使
用
し
得
る
や
う
に

す
る
鰯
で
あ
る
。
岩
石
登
行
の
際
は
安
全
を
二
重
に
保
謹
し
叉
他
の

方
法
に
使
用
す
る
鰯
に
先
の
者
が
ロ
ー
プ
を
携
行
す
る
の
が
よ
い
。

そ
の
他
の
ロ
ー
プ
の
結
び
方
で
必
要
な
の
に
第
五
岡
の
如
く
ニ
ッ

の
ロ
ー
プ
を
結
び
合
せ
叉
ロ
ー
プ
の
環
を
作
る
方
法
が
あ
る
。
第
六

七
圏
は
固
い
縮
ま
り
に
く
い
結
び
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
国
客
演
ｇ
胃
震
侭
国
臼
鴨
霞
、
亀
）
函
葛
ｌ
虐
っ

三全ヨ

震毒）

匂
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三

雪
草
紙

い
や
な
か
な
か
結
構
な
率
で
ご
ざ
い
ま
す

な
あ
、
だ
」

「
そ
し
て
ね
常
士
の
麓
に
競
技
場
を
作
る

と
か
云
ふ
ぜ
、
ま
あ
三
四
十
米
の
レ
コ
ー

ド
が
梁
に
得
ら
れ
る
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
作
っ

て
災
れ
り
あ
い
上
が
な
あ
、
そ
し
て
つ
い

で
に
雲
が
降
っ
て
も
止
ま
ら
な
い
蹴
迩
で

も
作
れ
ば
な
あ
」

「
そ
り
あ
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
上
ス

キ
ー
錫
が
出
来
れ
ば
巾
分
は
な
い
が
、
ど

う
せ
金
の
な
い
休
協
の
事
だ
何
が
満
足
な

の
が
出
来
る
も
の
か
。
そ
れ
に
ゐ
く
ら
体

協
だ
っ
て
ま
さ
か
暖
か
い
虚
に
粉
雪
を
降

ら
す
聯
も
出
来
ま
い
て
。
今
頃
に
な
っ
て

ス
キ
ー
の
宜
惇
だ
の
普
及
だ
な
ん
て
よ
く

云
へ
た
も
ん
だ
ｂ
競
技
曾
だ
っ
て
禄
な
も

ヅ
△
、
暇
Ｊ
２
Ｇ
？
Ｊ
品
甘
Ｊ
～
い
、
、
、
１
１
ｔ
が
０
Ａ
，
、
ｒ
１
，
１
竪
嬬
瓢

◇
去
年
の
春
の
或
る
含
話
。

「
お
い
体
育
協
含
に
ス
キ
ー
部
が
出
来
た

と
云
ふ
ぢ
や
な
い
か
」

「
う
ん
そ
う
だ
と
よ
・
何
で
も
例
の
あ
の

堀
内
だ
の
稲
川
な
ん
か
云
ふ
連
中
が
や
っ

て
る
ら
し
い
や
」

「
そ
れ
で
一
体
何
を
し
よ
ふ
と
云
ふ
ん
だ

ろ
ふ
」

「
何
っ
て
や
っ
ぱ
り
ス
キ
！
の
事
を
や
る

ん
だ
ろ
ふ
。
図
際
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
に
ス
キ

ー
の
競
技
が
加
は
る
か
加
は
ら
な
い
か
照

含
し
て
る
ん
だ
っ
て
。
い
づ
れ
に
し
て
も

全
日
本
撰
手
椛
感
決
定
す
る
競
技
含
を
開

い
て
剛
隙
競
技
に
出
場
す
る
下
準
備
を
す

る
ん
だ
と
云
ふ
よ
」

「
へ
－
、
そ
れ
は
ま
た
大
菱
な
事
だ
ね
。

ポ
ー
ス
ケ
ニ
ー
ゲ
ル

の
が
出
来
る
も
の
か
」

◇
所
詔
休
協
の
全
日
本
ス
キ
ー
批
手
椎

大
含
は
謹
選
決
勝
共
に
既
に
不
日
出
度
く

す
ん
で
し
ま
っ
た
。
案
の
定
到
る
所
で
失

敗
を
繰
返
し
て
ゐ
ろ
。
此
の
ポ
ー
ス
ク
ニ

ー
ゲ
ル
も
初
め
は
そ
れ
兄
ろ
と
思
っ
た
も

ん
だ
が
あ
ん
ま
り
支
離
滅
裂
お
話
に
な
ら

な
い
の
で
少
々
気
の
毒
に
な
っ
た
位
だ
。

あ
の
大
倉
の
と
き
は
わ
ざ
わ
ざ
束
京
く
ん

だ
り
か
ら
、
小
柳
・
ま
で
や
っ
て
来
ら
れ
た

林
含
長
代
理
、
及
び
公
務
の
甚
だ
繁
忙
に

し
て
寸
刻
の
余
暇
も
な
く
ス
キ
ー
の
寅
惇

を
口
に
し
な
が
ら
そ
の
資
を
繋
げ
得
ざ
る

且
つ
東
京
ス
キ
ー
似
梁
部
主
催
の
開
束
謹

批
含
に
漸
く
そ
の
前
日
競
技
場
に
到
悲
し

て
準
備
の
不
完
全
な
る
が
潟
に
大
失
敗
を

2１３ 1３



な
い
こ
と
即
ち
、
小
生
の
意
兇
か
ら
所
脇

閲
体
の
意
向
を
累
推
さ
れ
る
こ
と
は
絶
掛

に
鉱
否
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
此
の
三

紬
を
明
瞭
に
御
諒
解
あ
り
た
い
の
で
す
。

◇
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
に
於
け
る
問
定
シ

ャ
ン
ッ
ヱ
の
必
要
な
こ
さ
に
つ
い
て
は
今

更
説
く
ま
で
も
な
い
こ
と
で
せ
う
。
小
生

は
こ
の
事
に
つ
い
て
小
樽
ス
キ
ー
帆
梁
部

（
０
．
月
．
Ｏ
）
に
再
三
そ
の
要
を
説
き
決

勝
を
や
る
に
は
必
ず
此
を
作
ら
な
け
れ
ば

レ
コ
ｉ
ド
に
何
の
椛
威
も
な
い
こ
と
を
切

言
し
た
。
そ
し
て
倶
楽
部
は
之
を
作
る
こ

と
を
約
し
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
０
．
ｓ
．

Ｕ
は
此
に
就
て
少
か
ら
す
努
力
し
た
姿
を

見
せ
た
の
で
あ
っ
た
が
つ
い
に
今
度
の
諜

選
に
も
決
勝
に
も
う
や
む
や
と
設
問
化
さ

れ
て
之
を
見
る
に
到
ら
な
か
っ
た
。
０
．

ｓ
．
ｆ
は
今
度
の
こ
と
に
就
て
は
競
技
の

椛
威
な
ん
か
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
全
く

誠
意
な
ん
か
は
ち
つ
と
も
持
合
せ
て
ゐ
な

い
の
だ
か
ら
今
更
云
ふ
必
要
も
な
い
。
而

し
休
協
は
一
体
此
の
事
に
就
て
何
と
考
へ

て
ゐ
る
の
か
。
こ
れ
も
む
き
に
な
っ
て
詰

問
す
る
方
が
野
幕
か
も
知
れ
ん
。
ど
う
せ

休
協
な
ん
か
ス
キ
ー
に
は
何
の
定
見
も
な

い
ん
だ
か
ら
。
を
そ
ら
く
夢
に
も
此
の
事

を
思
は
な
か
っ
た
ろ
ふ
。
体
協
の
連
中
に

、
教
へ
あ
け
よ
ふ
、
そ
し
て
あ
の
大
倉
を
認

め
る
人
々
に
巾
し
上
け
る
、
あ
の
決
勝
の

さ
き
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
今
や
Ⅱ
征
照
り
つ

け
る
陽
光
に
一
滴
一
滴
と
と
け
つ
上
あ
る

そ
し
て
陳
の
厚
群
来
が
来
て
、
金
魚
壷
り

の
蝉
が
聞
え
る
様
な
頃
に
な
る
と
何
と
か

病
の
第
三
期
に
も
さ
も
似
た
る
醜
い
哀
れ

な
姿
さ
な
り
、
や
が
て
は
か
な
く
も
消
え

て
行
く
で
あ
る
ふ
。
あ
の
、
優
秀
な
ろ
レ

コ
ー
ド
も
共
に
。

◇
北
海
逆
の
橡
撰
含
が
全
く
惰
疫
に
支

配
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
さ
は
明
瞭
な
率
蛮
で

あ
る
。
此
は
０
．
ｓ
．
ｏ
が
主
催
で
北
大
言

小
樽
高
商
の
ス
キ
ー
部
が
後
援
富
云
ふ
の

で
あ
っ
た
。
０
．
ｓ
。
Ｏ
は
前
か
ら
此
の
大

倉
に
つ
い
て
は
北
大
側
の
技
術
上
の
椛
威

に
た
よ
る
所
が
多
か
っ
た
。
さ
て
い
よ
い

よ
諜
選
雷
の
役
員
を
定
め
る
段
に
な
っ
て

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ジ
ャ
ム
プ
等
全
く
ス
キ
ー

特
右
の
頭
な
以
て
し
な
け
れ
ば
出
来
な
い

も
の
人
審
判
貝
を
撰
ぶ
に
北
大
ざ
術
商
と

２１４１４

冊
い
た
と
こ
ろ
の
そ
の
術
Ⅲ
偶
械
飛
ｌ
ｌ

つ
い
で
に
云
っ
て
置
く
、
小
樽
の
決
勝
大

曾
に
は
主
催
者
た
る
体
協
か
ら
は
此
の
二

人
し
か
来
な
か
っ
た
１
１
に
封
し
深
く
そ

の
心
鍔
を
ね
ぎ
ら
ひ
た
い
と
忠
ふ
。
さ
り

さ
て
此
の
日
本
ス
キ
ー
界
の
不
群
事
を
安

協
温
情
で
片
付
け
て
し
ま
ふ
に
は
尚
小
生

は
若
す
ぎ
る
。
此
虚
に
於
て
か
い
さ
上
か

カ
ン
カ
ン
と
な
っ
て
此
等
の
不
都
合
を
振

摘
し
て
休
協
の
反
窃
を
う
な
が
し
、
且
つ

一
般
ス
キ
ー
家
の
注
意
を
喚
起
し
よ
ふ
と

思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
Ｏ

◇
藤
山
あ
る
か
ら
手
捲
り
次
第
に
ず
ば

り
ず
ば
り
と
片
付
け
て
行
き
ま
せ
う
。
術

此
鹿
で
一
寸
談
許
諾
兄
に
申
し
上
け
て
笹

き
た
い
こ
と
は
、
小
生
は
北
海
道
襟
選
大

倉
の
後
援
を
し
た
閲
休
の
所
脇
部
員
で
あ

り
且
つ
此
の
閥
係
か
ら
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
審

判
員
で
あ
っ
た
こ
さ
、
決
勝
大
命
に
は
個

人
と
し
て
体
協
か
ら
同
じ
く
ス
ラ
ロ
ー
ム

の
審
判
員
ぞ
蝿
托
せ
ら
れ
た
が
之
を
断
つ

た
こ
と
、
及
び
此
庭
に
云
ふ
所
の
意
見
は

あ
く
ま
で
暇
な
る
一
個
の
ス
キ
ー
家
と
し

て
で
あ
っ
て
所
脇
閲
体
と
は
何
の
開
係
も



す
る
も
の
で
あ
る
。
笠
に
明
瞭
で
あ
る
。

此
に
封
し
後
援
詩
と
し
て
の
北
大
側
の
注

意
に
封
し
黒
崎
君
は
一
言
を
左
右
に
托
し
て

断
然
た
る
庭
置
を
取
ろ
ふ
と
し
な
か
っ
た

此
は
必
未
し
も
常
該
競
技
者
に
鋤
す
る
惜

滋
で
は
な
い
で
あ
る
ふ
が
、
一
兄
之
を
失

格
せ
し
む
る
の
歌
な
る
感
に
動
か
さ
れ
、

事
な
か
れ
主
義
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
こ

と
明
か
・
だ
。
之
は
後
体
協
の
判
定
に
よ
り

失
桁
さ
な
っ
た
。
購
然
の
率
で
あ
る
。
此

の
鹿
稽
佃
沿
大
出
来
な
り
。

◇
元
よ
り
あ
の
体
協
の
定
め
た
ス
キ
ー
競

技
規
定
が
完
全
な
も
の
だ
さ
は
体
協
が
自

ら
断
る
迄
も
な
く
知
れ
き
っ
た
事
だ
。
而

し
一
度
定
め
ら
れ
之
に
よ
っ
て
競
技
を
や

る
と
云
ふ
の
だ
か
ら
文
句
が
あ
る
。
問
題

は
ジ
ャ
ム
プ
の
探
紬
法
に
あ
る
だ
ろ
ふ
が

此
は
飛
型
式
を
採
用
し
た
こ
さ
は
体
協
と

し
て
は
手
柄
で
あ
る
。
勿
論
此
の
詳
細
は

追
々
改
善
せ
ら
れ
る
だ
ろ
ふ
。
が
ま
あ
あ

れ
で
も
ス
キ
ー
の
上
か
ら
見
た
ら
無
理
な

所
は
な
い
。
轄
じ
て
其
他
の
競
技
に
関
す

る
も
の
を
見
る
と
賛
に
あ
き
れ
て
し
ま
ふ

総
則
第
六
催
の
如
き
も
の
は
誰
で
も
も
う

可

一
度
読
ん
で
旗
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
常

識
の
あ
る
も
の
は
大
低
そ
の
云
は
ん
言
す

る
所
を
解
す
る
で
あ
る
ふ
が
厳
密
に
文
意

を
解
せ
ば
甚
だ
滑
稽
な
も
の
で
あ
る
ｏ
「
競

走
路
雨
側
ノ
決
勝
柱
テ
連
結
シ
テ
雲
而
上

一
一
引
ク
ル
線
テ
以
テ
決
勝
線
ト
ス
競
技
者

ロ
ロ
ロ
画
ロ
ロ
画
画
回
ロ
ロ

ハ
其
ノ
線
二
垂
直
二
交
ル
卒
而
ラ
完
全
二

通
過
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
」
一
つ
の
線
に
垂

ロ
、

直
に
交
ろ
平
面
と
は
一
》
」
ん
な
も
ん
だ
か
考

へ
て
見
る
が
い
典
。
此
れ
は
一
，
其
ノ
線
テ

含
ム
鉛
直
ナ
ル
平
而
」
と
云
ふ
つ
も
り
な

ん
だ
ろ
ふ
。
体
協
の
諸
飛
中
畢
校
の
幾
何

肇
教
科
番
を
引
張
り
だ
し
て
お
読
み
な
さ

い
。
然
し
こ
れ
は
ス
キ
ー
競
技
ば
か
り
で

は
な
い
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
方
に
も
こ
ん
な

風
な
こ
と
が
蒋
い
て
あ
っ
た
様
に
蝿
え
て

ゐ
る
Ｏ

◇
元
来
が
あ
の
規
定
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

規
定
か
ら
も
っ
て
来
た
も
の
だ
。
小
生
は

溌
表
前
に
あ
の
規
定
の
草
案
を
一
寸
拝
見

す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
草
案
に
は
出
謹

逮
反
の
罰
則
に
ジ
ャ
ム
ブ
を
除
き
皆
何
メ

ー
ト
ル
か
の
後
退
を
さ
す
様
な
篠
が
あ
っ

た
。
川
綾
コ
ー
ス
が
降
り
か
登
り
か
解
ら

写
ロ
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よ
り
名
同
数
宛
の
役
典
を
出
き
う
と
し
た

そ
れ
で
他
の
も
の
は
無
罪
に
之
を
定
め
る

こ
と
が
出
来
た
が
、
ジ
ャ
ム
プ
の
フ
ォ
ー

ム
の
審
判
員
は
定
員
が
三
名
で
あ
る
。
此

庭
に
於
て
、
は
た
言
常
惑
し
た
の
は
Ｏ
・

Ｓ
ｏ
ｏ
の
理
郡
長
、
黒
崎
譜
だ
。
之
を
山

人
に
し
て
は
如
何
と
体
協
へ
間
含
す
淫
の

窮
策
を
弄
し
て
ゐ
る
。
元
よ
り
北
大
と
商

商
の
ス
キ
ー
部
の
大
小
を
知
る
人
は
環
に

頭
数
を
そ
ろ
へ
て
無
理
に
も
雨
肴
の
均
衡

を
保
た
し
め
ん
と
す
る
心
率
の
極
め
て
懲

劣
な
事
を
難
市
る
で
あ
る
ふ
。
北
大
側
は

必
ず
し
も
そ
ん
な
事
に
頓
着
は
し
な
か
っ

た
。
而
し
飛
型
係
を
四
人
に
す
る
こ
と
は

絶
封
に
反
鋤
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
係
員

配
置
の
情
筏
を
以
て
規
定
影
愛
更
す
る
と

は
以
て
の
外
だ
。
此
は
事
賞
三
人
で
や
る

こ
と
に
な
っ
た
。

◇
情
愛
の
醜
な
る
も
の
も
う
一
つ
。
襟

批
含
四
キ
ロ
の
競
技
で
第
一
群
者
が
杖
の

一
本
を
途
中
で
棄
て
上
来
た
。
塀
判
長
黒

崎
三
市
君
は
之
に
封
し
て
何
等
の
考
査
を

も
篤
さ
・
ず
決
定
を
典
へ
裟
表
し
た
。

此
は
長
距
離
競
走
の
規
定
鮪
八
催
に
抵
鯛



ぞ
し
て
鵬
来
ス
キ
ー
の
競
技
含
を
や
っ
て

行
く
に
は
も
つ
ざ
技
術
上
の
力
を
養
は
な

け
れ
ば
い
か
ぬ
事
花
ｎ
挺
し
た
ら
、
零
の

あ
る
地
方
に
研
究
負
で
も
遜
く
こ
と
に
し

た
ら
ど
う
だ
。
由
来
協
同
の
念
に
乏
し
い

日
本
の
ス
キ
ー
界
を
聯
合
統
一
す
る
こ
さ

は
休
協
ス
キ
ー
部
の
重
大
な
目
的
ぢ
や
な

い
か
。
そ
れ
に
あ
ん
な
毎
年
決
勝
地
を
愛

へ
地
方
鮎
数
の
罪
珊
を
や
ら
す
な
ど
云
ふ

の
は
何
と
し
た
躯
だ
。
技
術
の
進
歩
を
は

か
る
ふ
と
云
ふ
の
か
も
知
れ
ん
が
そ
れ
は

各
人
が
止
む
に
止
ま
れ
ず
や
っ
て
行
く
。

技
術
の
進
歩
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん

の
は
休
協
自
身
だ
け
だ
。
ス
キ
ー
は
競
技

ば
っ
か
り
で
は
な
い
一
締
に
滑
る
と
云
ふ

こ
と
が
ど
ん
な
に
愉
快
な
事
で
あ
る
ふ
。

此
鮎
は
勝
員
を
し
な
け
れ
ば
成
立
た
な
い

ス
ボ
ー
ト
と
落
し
く
連
ふ
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
だ
。
も
つ
と
融
和
と
聯
絡
と
云
ふ
こ

さ
に
重
き
を
置
か
ね
ば
い
け
な
い
と
云
ふ

の
で
あ
る
。

◇
小
樽
で
決
勝
を
や
る
に
就
て
体
協
は

０
．
ｓ
・
Ｏ
さ
Ｈ
・
Ｕ
Ｓ
・
ｖ
（
北
大
ス
キ
ー

部
）
と
に
依
瓶
す
る
所
が
多
か
っ
た
。
Ｈ

Ｕ
・
笛
．
ｖ
で
も
出
来
る
だ
け
助
力
す
る
と

云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
而
る
に
北
海
道
澱

撰
含
で
此
の
雨
粁
は
大
愛
意
見
の
加
述
を

乗
し
た
。
此
の
ま
上
決
勝
大
倉
を
や
っ
た

ら
ま
た
き
つ
さ
問
題
が
起
る
に
き
ま
っ
て

ゐ
る
。
そ
れ
で
Ｈ
・
Ｕ
・
Ｓ
．
ｖ
・
は
大
含
に

は
手
を
引
い
た
と
云
ふ
有
様
だ
っ
た
。

何
に
も
知
ら
ず
や
っ
ぱ
り
前
ｎ
に
や
っ
て

来
た
休
協
が
驚
い
た
の
を
も
無
理
は
な
い

而
し
あ
の
ま
上
面
．
Ｕ
・
Ｓ
．
ｖ
が
一
緒
に

や
っ
て
居
た
ら
、
更
に
紛
糾
し
た
こ
と
で

あ
る
ふ
。

◇
北
海
誼
藤
選
の
際
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
恭

判
員
で
あ
っ
た
誰
岐
梅
二
飛
等
は
、
藤
選

衡
終
了
従
あ
の
畔
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
恭
判

に
不
服
が
あ
る
と
て
０
．
ｓ
。
Ｃ
へ
坑
議
を

し
た
。
審
判
員
自
ら
が
あ
の
審
判
は
不
公

牢
で
あ
っ
た
と
云
ふ
の
だ
。
そ
れ
は
Ｈ
・

Ｕ
・
＄
．
ｖ
の
入
選
競
技
肴
浄
失
格
せ
し
め

る
目
的
で
あ
っ
た
。
小
生
も
そ
の
癖
判
員

の
一
人
で
あ
っ
た
が
彼
等
の
云
ふ
こ
と
は

技
術
上
問
題
で
は
な
か
っ
た
、
つ
蚕
い
て

決
勝
に
も
小
生
が
同
じ
誰
判
員
を
堀
せ
ら

れ
た
け
れ
ど
海
事
が
こ
う
し
た
案
配
式
に

浬
戸
二

２１６１６

ぬ
こ
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
こ
ん

な
馬
鹿
な
こ
と
は
あ
り
得
べ
き
で
な
い
。

休
協
は
一
体
ス
キ
ー
て
さ
ん
な
も
の
だ
か

知
っ
て
い
る
の
か
。
而
し
此
の
催
だ
け
は

さ
す
が
の
休
協
も
決
定
の
隙
削
除
し
た
ら

し
い
一
般
に
公
表
し
た
も
の
に
は
な
か
っ

た
。
髄
り
前
の
事
だ
。
競
走
中
の
接
鯛
妨

韓
の
躯
に
つ
い
て
も
ス
キ
ー
競
技
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
と
進
い
足
に
長
い
ス
キ
ー
と
云
ふ

も
の
、
手
に
も
多
く
は
雨
方
に
杖
を
持
っ

て
ゐ
る
。
そ
れ
に
シ
ュ
プ
ー
ル
と
云
ふ
も

の
が
つ
く
こ
さ
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
コ
ー
ス
も
全
く
自
由
な
と
こ

ろ
や
ひ
ど
く
狭
い
き
こ
ろ
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
蝶
を
老
へ
た
ら
義
理
に
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
奴
潅
そ
の
ま
里
移
す
な
ん
て
出
来
た

事
ぢ
や
な
い
。

体
協
ス
キ
ー
部
の
連
中
の
技
術
の
巧
拙

な
ん
か
、
か
ま
わ
ぬ
と
し
よ
ふ
。
だ
が
こ

ん
な
の
は
ス
キ
ー
・
を
券
い
て
老
へ
た
ら
誰

で
も
解
ら
こ
と
だ
。
飛
等
が
机
の
上
ば
か

り
で
頭
を
ひ
ね
く
っ
て
ゐ
る
か
ら
駄
目
だ

と
云
ふ
ん
だ
。
今
度
の
こ
さ
で
こ
り
こ
り

し
て
、
如
何
に
技
術
上
に
椛
威
が
な
い
か



第
二
十
四
霊
所
掲
記
事
「
ヒ
ュ
ッ
テ
の
位
騒

と
殻
側
に
就
て
」
は
在
米
同
箇
農
２
号
啓
氏
の

通
信
（
原
文
英
文
）
て
あ
っ
て
主
に
〆
Ⅱ
ト
マ
ウ

ス
カ
レ
ッ
ヂ
の
ア
ウ
テ
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
小
合

‘
た
参
考
と
し
て
番
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

瓢
は
単
脹
之
悲
拙
課
し
派
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

り
き
す
が
、
校
正
の
不
注
意
の
健
に
あ
た
か
も

私
が
番
い
た
も
の
§
様
に
な
っ
て
ぬ
筆
者
に
謝

し
て
誠
に
申
課
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
ば
如
上

の
通
信
て
あ
る
と
云
ふ
鮎
で
初
め
て
興
味
が
あ

る
記
事
て
あ
ろ
ふ
と
思
ひ
ま
す
◎
皆
さ
ん
の
誤

解
を
と
く
求
め
又
竹
内
兄
に
お
詫
び
す
る
れ
あ

此
庭
に
訂
正
ｔ
て
腿
き
ま
す
。
私
と
し
て
は
小

舎
に
就
て
の
考
へ
は
又
別
に
書
く
と
き
が
あ
る

だ
ろ
ふ
と
思
ひ
ま
す
。
（
加
納
一
郎
）

ロ
○
口
ｃ
ｃ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

-点,~ｴ鷺魯.:写'も
引今里

、
●

夕

や
ら
れ
て
は
い
く
ら
虞
面
目
に
や
つ
た
っ

て
到
底
審
判
の
公
平
も
保
た
れ
ず
，
そ
の

椛
威
も
認
め
ら
れ
な
い
に
き
ま
っ
て
ゐ
る

主
催
は
体
協
で
あ
っ
て
も
瓢
箪
鯨
の
０
．

ｓ
。
Ｃ
が
資
際
を
や
っ
て
ゐ
る
の
だ
、
そ

の
情
賓
に
よ
れ
る
錨
と
、
審
判
員
の
権
限

を
無
観
す
る
鮎
で
小
生
は
こ
り
こ
り
し
た

そ
の
他
の
理
由
も
あ
る
が
お
気
の
毒
乍
ら

審
判
員
は
お
断
り
し
た
。

◇
黒
崎
三
市
君
は
Ｕ
・
Ｓ
．
Ｃ
理
事
長
で

回
満
な
る
妥
協
性
に
富
ん
だ
厚
顔
の
ス
キ

ー
家
で
あ
る
。
公
務
を
持
っ
て
ゐ
る
人
で

あ
る
が
、
今
度
の
こ
と
に
就
て
は
日
夜
東

奔
西
走
大
い
に
努
力
せ
ら
れ
た
艶
に
於
て

到
底
謎
ば
か
り
大
き
い
稽
田
瀦
な
ん
か
の

比
で
は
な
い
Ｃ
賞
に
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
云
ふ
こ
と

が
よ
く
云
は
れ
る
。
誠
に
結
構
な
事
で
あ

る
。
だ
け
ど
そ
れ
を
側
溝
妥
協
の
事
な
か

れ
宗
義
と
混
同
し
て
も
ら
ひ
た
く
な
い
も

の
だ
。
何
で
も
か
ん
で
も
競
技
菅
が
無
事

に
す
ん
だ
ら
い
上
の
か
。
そ
う
し
て
ス
ポ

ー
ト
は
だ
ん
だ
ん
堕
落
し
て
行
っ
て
も
い

上
の
か
。
競
技
倉
が
大
切
な
の
か
ス
ボ
ー

虚
↑

卜
が
大
切
な
の
か
。

ス
キ
ー
と
云
ふ
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ボ
ー
ト
の

迄
典
の
核
心
を
礎
め
。

た
と
へ
体
協
や
０
．
ｓ
．
Ｃ
の
面
目
だ
ま
が

ま
る
つ
ぶ
れ
に
な
っ
て
も
ス
キ
ー
そ
の
も

の
を
擁
護
し
た
い
と
此
の
ポ
ー
ス
ケ
ー
ー
ー

ゲ
ル
は
考
へ
ま
す
。

◇
日
本
の
各
地
に
出
来
た
津
山
の
ス
キ

ー
倶
楽
部
の
統
一
連
絡
を
と
る
一
つ
の
聯

盟
が
必
要
だ
。
そ
れ
は
刻
下
の
急
務
だ
。

体
協
が
そ
の
仕
事
を
す
る
の
は
賛
成
で
あ

る
。
此
の
錨
で
小
生
は
体
協
の
ス
キ
ー
部

を
全
く
否
定
し
よ
ふ
と
す
る
の
で
は
な
い

今
迄
何
度
も
何
度
も
体
協
の
悪
口
を
云

っ
て
来
た
が
、
大
日
本
体
育
協
曾
さ
云
ふ

看
板
だ
け
で
仕
事
を
す
る
の
は
無
理
で
あ

る
事
を
自
豊
し
て
も
ら
へ
ぱ
い
上
の
だ
。

そ
し
て
体
裁
な
ん
か
ま
は
ず
誠
意
を
も
つ

て
努
力
し
て
も
ら
ひ
た
い
も
の
だ
。
体
協

ス
キ
ー
部
は
速
か
に
改
造
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ん
と
此
の
ポ
ー
ス
ク
ニ
ー
ゲ
ル
は
考

へ
ま
す
。

◇
◆
◆
．

一手－~~－－丁

口
匡
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
、
ロ

・
高
所
に
於
け
る
卜

勢
働
能
率
に
就
て

海
面
上
の
標
高
を
増
す
と
共
に
無
温
と
鋪
墜

と
が
逓
減
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
変
で
あ
る
Ｏ

そ
の
無
砿
の
減
少
が
人
間
の
筋
肉
努
鋤
に
如
何

程
の
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
云
ふ
こ
さ
は
単
に
響

単
上
の
問
題
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
登
山
能
率

＃
職
脈
鴨

句
ノ
ー
。棄

報
抄
録
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札
樽
中
等
単
校

ス
キ
ー
騨
博
競
走

遮

の
上
に
昔
大
い
に
閥
係
す
る
も
の
で
あ
る
Ｏ
此

の
鞭
に
就
て
は
未
だ
粘
密
な
研
究
の
謹
表
さ
ろ

ろ
か
凡
な
い
が
、
サ
ク
セ
ン
の
オ
ッ
ト
ー
。
ウ

オ
ル
フ
氏
が
或
る
蛾
迩
工
事
に
際
し
多
数
勢
働

濡
に
つ
い
て
禰
究
し
た
結
果
を
兄
ろ
と
大
体
次

の
様
な
右
様
で
あ
る
。

一
、
海
抜
二
八
○
○
ｍ
ま
で
は
平
地
と
略
同

様
の
能
率
を
保
ち
得
る
が
そ
れ
以
上
に

な
る
と
恕
に
減
少
し
出
す
。

二
、
三
六
○
○
ｍ
迄
で
は
そ
の
能
率
は
平
地

の
三
分
の
一
乃
至
四
分
の
一
を
減
少
す

る
に
到
る
○

三
、
三
六
○
○
ｍ
以
上
に
な
る
と
他
か
に
平

地
の
三
分
の
一
と
な
る
Ｏ
即
ち
平
地
に

於
て
一
人
の
鯵
側
に
て
足
る
可
き
も
の

に
つ
き
二
人
な
要
す
る
こ
さ
と
な
る
Ｏ

此
の
研
究
の
行
ば
れ
灸
蛾
逝
は
四
七
六
八
ｍ

の
商
所
に
垂
す
る
も
の
で
あ
っ
て
多
く
の
隙
逝

共
他
の
工
那
が
行
は
れ
た
Ｏ

勿
論
ｎ
本
て
ば
此
う
云
ふ
高
さ
は
望
ん
で
も

得
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
多
少
歌
山
に
際

し
て
参
考
と
な
る
と
忠
ふ
Ｏ
此
の
和
の
影
稗
は

長
い
期
間
の
修
練
に
よ
っ
て
ア
ン
パ
ッ
セ
ン
す

る
こ
と
の
出
来
得
る
も
の
で
あ
る
。
大
き
な
蕊

山
な
す
る
も
の
は
遥
般
の
開
係
を
雌
澗
す
る
こ

北
大
ス
キ
ー
部
主
催
一
九
二
三
年
札
櫛
巾
蝶

畢
校
ス
キ
ー
騨
僻
競
走
は
一
月
廿
八
日
鯉
川
、

千
尺
術
地
大
廻
り
を
経
て
鯉
川
に
蹄
へ
る
約
八

兆
五
の
距
離
恋
四
腿
に
分
か
ち
て
行
は
ろ
ｏ
天

候
快
哨
、
雲
愛
良
好
無
混
氷
鮎
下
四
度
、
前
三

回
の
優
勝
桟
小
稼
商
業
二
藩
と
な
り
小
称
巾
蟻

校
優
勝
す
、
成
紙
水
の
如
し

決
勝
鮎
到
滞
航
所
要
時
冊

小
橡
中
畢
五
四
分
一
八
秒

小
樽
商
業
五
五
分
三
○
秒

北
海
巾
畢
五
七
分
一
○
秒

北
海
商
業
五
九
分
六
三
秒

札
幌
師
範
一
時
間
一
一
○
秒

札
幌
一
一
中
一
時
間
二
九
秒

小
橡
水
産
一
時
川
一
分
十
八
秒

札
幌
一
中
一
時
間
西
分
四
二
秒

札
幌
工
業
一
時
川
五
分
二
六
秒

第
一
価

レ
コ
ー
ド
ホ
ー
ル
次
－
飯
田
戸
樟
中
）

雄
二
礎
第
三
庇
第
四
礎

野
中
（
揮
商
）
秋
野
（
櫛
中
）
兄
鵬
（
橡
商
）

と
は
鵬
来
な
い
て
あ
る
ふ
Ｏ
（
加
細
一
郎
）

＝

全
日
本
ス
キ
ー
選
手
椎
大
倉

搭
地
諜
選
含

信
越
諜
送

信
越
擦
選
含
は
一
月
汁
月
竹
一
日
の
雨
ｎ
面

川
市
外
金
行
に
行
は
る
○

一
基
米

一
藩
蕪
木
（
長
岡
中
）

一
一
液
小
脇
（
Ⅲ
）

三
蒲
大
谷
（
苅
田
師
）

四
着
古
川
（
高
田
中
〕

五
着
霜
腸
（
州
山
倶
）

六
荒
早
沖
（
興
峰
供
）

四
基
米

一
着
近
藤
（
商
田
中
）

二
荒
深
灘
（
術
川
師
）

三
藩
商
橋
（
良
峰
倶
）

四
浴
永
田
（
高
田
中
〕

五
蒲
瑞
崎
（
飯
山
巾
）

六
蒲
矢
浮
（
商
田
中
）

十
基
米

一
藩
川
中
（
商
田
中
〕

二
荒
柿
村
（
新
潟
商
校
）

三
蒲
猪
俣
（
商
田
）

閥
蒲
池
田
（
商
田
中
）

五
蒲
小
林
（
長
岡
低
）

』
。
】
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四
譜
高
野
（
北
大
）

五
論
作
間
（
樽
商
）

六
論
川
村
（
同
〕

一
基
米

一
着
上
野
（
樽
中
）

二
論
秋
野
（
同
）

三
譜
藤
津
（
美
唄
）

四
論
高
橋
（
歩
二
八
）

五
論
浅
田
（
美
唄
）

六
論
岡
村
〈
北
大
）

テ
レ
マ
ー
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム

一
等
上
野
（
樽
中
）

二
等
南
波
（
北
大
）

三
弊
小
海
（
北
大
）

四
．
等
背
山
（
同
〕

五
等
安
趣
（
同
）

六
錬
伴
（
同
）

ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム

一
等
船
津
（
高
商
）

二
等
阿
部
（
高
商
）

三
等
稲
獄
（
北
大
）

四
弊
岡
村
（
同
〕

”
五
ｉ
竿
脅
永
（
同
）

六
等
林
（
謎
鴎
）

六
謡
吉
田
（
高
田
商
）

八
基
リ
レ
ー

一
蒲
（
高
田
中
）
・

ク
リ
ス
チ
ヤ
ー
ー
ア
ス
ヲ
ロ
ー
ム

一
等
近
藤
（
高
田
中
）

二
等
吉
越
（
高
田
中
）

一
一
一
等
柿
村
（
新
潟
高
校
）

四
等
性
・
川
（
閲
山
倶
）

五
等
、
高
柵
（
侭
味
倶
）

六
蝶
木
下
（
柏
中
）

テ
レ
マ
ー
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム

一
等
山
中
（
高
田
中
）

二
等
深
浮
（
高
田
師
）

三
等
霜
烏
（
関
山
倶
）

四
等
蕪
木
（
長
岡
中
）

五
雑
闘
根
（
高
田
農
）

六
蝶
永
田
（
高
田
中
）

ジ
ヤ
ン
プ

ー
等
松
木
（
長
岡
倶
）

二
等
金
子
（
高
田
師
）

三
蝶
相
認
（
高
田
中
）

四
蝶
上
杉
（
高
田
師
）

五
等
吉
可
田
（
侭
山
中
）

六
等
佐
藤
（
同
）

》
東
北
藻
選

Ｅ､

､

唖一

東
北
躍
選
倉
は
二
月
三
日
よ
り
大
鰐
魚
温
泉

附
近
に
行
は
ろ
。

十
華
米

一
藩
岩
谷
（
小
皐
数
）

．
一
一
蓋
五
十
嵐
（
大
湊
要
港
部
）

四
基
米

一
藩
鎌
田
（
小
畢
校
）

ク
リ
ス
チ
ヤ
ー
ー
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム

一
等
中
村
（
脅
森
中
）

テ
レ
マ
ー
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム

一
等
中
村
（
青
森
中
）

北
海
道
課
選

北
海
道
藻
選
は
二
月
三
日
、
四
日
の
雨
日
に

行
は
ろ
。

四
基
米

一
荒
津
崎
（
樽
商
）

二
論
禰
田
（
北
中
）

三
猫
紺
野
（
北
商
）

四
着
新
田
（
歩
二
八
）

五
蒲
錦
戸
（
高
商
）

六
諭
飯
田
（
樽
中
）

十
基
米

一
着
《
野
４
・
中
（
樽
商
）

二
着
‘
金
田
（
同
）

一
一
宇
着
芳
賀
（
東
倶
知
安
）

写一一

９

！
＃Ｊ

ｒ
ｉ

●
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全
日
本
ス
キ
ー
選
手
椎
大
倉

大
日
本
体
育
協
愈
主
拙
第
一
回
全
Ⅱ
本
ス
キ

ー
選
手
椎
大
含
は
二
″
十
，
十
一
日
の
雨
日
に

波
り
小
樽
緑
丘
に
緊
行
さ
る

第
一
日
は
樺
太
、
北
海
道
各
二
五
黙
の
得
鮎

あ
り
て
技
揃
殆
ん
ど
伯
仲
の
間
に
あ
る
か
恩
は

●
Ｑ

』
し
め
た
る
が
錐
一
一
日
Ⅱ
の
リ
レ
ー
と
ジ
ャ
ン
プ

と
に
於
て
椛
太
は
北
海
鋤
に
破
れ
九
鮎
の
差
を

以
て
北
海
逝
優
勝
せ
り
、
朝
香
腐
下
賜
の
カ
ッ

プ
は
北
海
迩
挫
手
に
叉
優
勝
戯
は
小
撤
商
業
畢

校
逃
手
の
得
る
鹿
と
な
れ
叩
○

一
基
米

一
浴
上
野
秀
麿
。
（
北
海
道
樺
中
〕

五
分
五
九
秒

二
蒲
秋
野
武
雄
（
側
）

六
分
九
秒
五
分
四

三
藩
藤
灘
澗
一
（
北
海
逆
美
肌
）

岡
荒
野
中
久
赦
（
信
越
長
岡
商
業
）

五
論
古
川
誰
一
（
傭
趣
）

六
着
．
中
川
新
（
開
束
）

四
基
米

一
着
秋
葉
騰
治
（
樺
太
）

二
七
分
胴
秒
五
分
二

二
蒲
新
田
初
三
郎
（
北
海
逝
歩
二
八
）

二
八
分
六
秒
五
分
四

三
雷
端
勝
三
郎
（
循
越
飯
山
中
）

ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム

一
蝶
船
沖
皐
二
（
北
海
道
樟
商
商
）

冊
七
秒
五
分
四

二
雑
吉
田
忠
（
樺
太
）

四
○
秒
五
分
二

三
蝶
椴
庭
詔
三
郎
（
樺
太
）

四
一
秒
五
分
両

四
蝶
吉
田
忠
（
樺
太
）

四
二
秒
五
分
四

リ
レ
ー

一
流
北
海
逆
（
揮
商
商
）
四
九
分
五
秒

二
蒲
椛
太
五
一
分
一
○
秒

三
茄
闘
束

四
蒲
．
信
越

五
蓋
東
北

ジ
ャ
ン
プ

一
等
談
岐
梅
二
（
北
海
逆
小
樺
高
商
）

一
六
米
一
Ｃ
、
五
五
）
系
数

二
難
波
遥
盛
（
北
海
謎
称
商
）

一
四
米
四
○
（
一
、
六
○
〕
同

三
蝶
脇
本
蛎
一
（
縦
太
）

一
一
米
胴
○
（
一
一
、
○
○
）
Ｍ

凧
雑
惟
腸
蝶
（
椎
太
）

一
一
米
二
五
（
二
、
○
六
）
同

（
系
数
は
飛
型
系
数
と
の
和
）

Ｌ＝

Ⅷ
茄
紺
野
立
二
郎
（
北
海
辿
北
商
〕

五
猫
三
浦
竹
次
郎
（
束
北
）

六
蒲
祇
川
（
北
海
道
北
海
中
）

十
基
米

一
蒲
島
本
孫
一
（
樺
太
）

一
時
間
三
分
四
四
秒

二
藩
草
薙
清
一
（
同
）

一
時
間
Ⅷ
分
八
秒
五
分
一

三
端
棚
庭
翻
三
郎
（
同
）

両
端
野
中
十
邸
（
北
海
逝
械
商
）

五
茄
芳
狸
藤
左
術
門
（
北
海
逝
束
倶
知
安
）

六
着
徒
島
馨
（
樺
太
）

テ
レ
マ
ー
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム

一
等
深
深
謙
五
（
信
越
商
国
師
）

三
九
秒
五
分
三

二
蝶
上
野
秀
膳
（
北
海
泣
柿
巾
）

四
一
秒
五
分
二

二
雑
草
薙
満
一
（
樺
太
）

同

四
等
中
川
新
（
開
束
早
大
）

四
二
秒

各
地
方
の
得
黙
左
の
如
し

閏
Ｊ
罰
緯
睦
侭
樗
僅
１
膳
器

蕪詩涛雲罰

汁善詩渇薦

ＥＪＲ管､『ローｰ

。
②
。
つ

胃
つ
い

つ
。
。

胃
ａ
に

眉
膳
器
一
十
膳
器
一
判
－
球
一
窯
寺
ニ
ン
》
一
》
く
１

l■

■I

ｃｃ（
一］

］
（
一

守
〕

仏
日坐。

］
つ｛

一

』
『

蝿

２画画
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雪
の
日
本
ア
ル
ァ
ス
ヘ

名
古
屋
市
の
伊
藤
孝
一
氏
は
信
濃
大
町
よ
り

坪
の
針
ノ
木
峠
悲
誕
て
黒
部
の
渓
令
な
渡
り
更

に
大
町
に
引
返
し
中
房
口
よ
り
燕
粥
念
な
ス
キ

ー
に
て
縦
走
せ
ん
と
す
る
計
劉
を
立
て
二
月
二

十
日
大
町
を
出
謹
せ
り
。
一
行
は
赤
沼
、
百
瀬

氏
の
外
人
夫
十
数
名
に
て
冬
の
日
本
ア
ル
プ
ス

の
活
動
揃
興
を
搬
彩
せ
ん
と
す
る
目
的
な
り
と

､

北
大
ス
キ
ー
部
ス
キ
ー
大
倉

北
大
ス
キ
ー
部
ス
キ
ー
大
倉
は
二
月
十
八
日
午

前
十
一
時
よ
り
琴
似
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ス
ロ
ー
プ
附

近
に
州
さ
る
、
快
附
、
呼
愛
不
良
、
記
録
差
の

如
し
。

ジ
ャ
ン
プ
（
系
敷
を
省
く
〕

Ａ
譜
・
方
十
九
米
〔
参
考
レ
コ
ー
ド
〕

三
角
山
下
降
競
走

一
蒲
小
川

二
着
板
板

開
東
諜
選
中
止

五
色
漉
泉
附
近
に
て
祭
行
さ
る
べ
き
筈
の
開

東
擬
選
含
は
選
手
側
と
主
催
者
側
と
の
意
見
の

術
突
に
よ
り
途
に
中
止
さ
れ
東
京
ス
キ
ー
倶
楽

部
は
開
束
抵
手
と
し
て
早
稲
田
。
明
治
大
畢
の

ス
キ
ー
選
手
そ
の
他
を
推
薦
し
て
小
様
に
派
遥

せ
り
○

Ａ
緒
・
方
十
九
米
（
参
考

稀
談
十
八
米

緒
方
十
七
米
四

魔
田
同

村
本
十
五
米
七

Ｂ
一
等
小
林
一
二
米
七

二
等
阿
部
一
二
米
三

三
等
宮
津
一
一
米
七

阿
分
二
四
秒
五
分
四

ｆ

北
海
道
山
岳
曾
成
る

北
海
迦
鵬
首
唱
な
る
北
海
道
山
岳
稗
は
一
月

汁
五
日
そ
の
溌
愈
式
を
繋
げ
れ
○
同
山
岳
倉
は

本
年
度
の
計
劃
と
し
て
大
醗
山
に
石
室
小
屋
一
一

佃
所
、
駒
岳
に
一
個
所
を
建
設
し
登
山
通
路
開

難
そ
の
他
遊
覚
地
の
細
介
、
拓
殖
蔀
業
の
紹
介

に
も
努
む
と
、
な
ほ
北
海
逝
の
各
地
に
支
部
を

設
け
そ
の
謹
含
式
も
続
々
と
し
て
峯
げ
ら
れ
つ

１
あ
り
○

三
論
龍
、

クワⅡ
魁



目丁五西膝一雨市幌札

ｊ
隅

云一＝宇亜竜量勇一ターーー

誠
意
其
物
の
様
な
管
業
振

番四六九七聴小座口替振。番八六面一話電

店 具動運谷小

』

必
ず
御
期
待
に
添
ひ
得
ろ

Ｌ

野
球
用
具

庭
球
用
具

フ
ツ
ト
ポ
ー
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
久
用
具

名
述
動
服
装

蕊
山
川
具

確
信
で
御
座
い
ま
す

り
を
御
魔
下
さ
い目種業営

軍

ス
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具
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に
て
御
譲
受
致
す
可
く
候
に
つ
き
右
御
所
持
の

方
に
し
て
御
不
用
の
向
有
之
候
は
ず
何
卒
御
一

報
棚
煩
は
し
度
此
段
慶
告
仕
候

今
般
常
曾
に
於
て
定
債
叉
は
そ
れ
以
上
の
匿
格

本
紙
第
一
艦
よ
り
第
九
瀕
ま
で
及
び
第
十
三
砿
．

ば
既
に
久
し
く
残
本
皆
無
の
状
態
に
有
之
候
が

曾
告

二
琴

旨
記
し
ま
す
。
次
の
御
遥
金
あ
る
ま
で
配
本
を
見
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合
せ
ま
す
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今

１
罪
本
譜
は
磯
利
的
の
測
行
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ｏ
細

定
債
金
参
拾
鍵

》
》
韮
前
金
の
切
れ
れ
時
に
は
溌
後
の
分
の
包
装
に
そ
の

器
御
透
金
は
な
る
べ
く
振
替
に
て
お
願
致
し
ま
す
０

器
前
金
御
巾
込
か
、
現
金
で
な
け
れ
ば
お
渡
心
い
た

頂
き
ま
す
。

介
、
縁
故
の
有
無
に
か
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ら
ず
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誌
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代
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ま
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幌
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北
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目

蕊
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麺
ご
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振
替
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水
樽
八
四
九
五
審
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大
正
十
二
年
三
月
十
四
日
印
刷

大
正
十
二
年
三
月
十
五
日
謹
行

（
毎
月
一
同
十
五
頁
謹
行
）
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